
中京学院大学経営学会

研究紀要第16巻第1．2号

2009年3月発行
Z7

ニエアル

中国国歌作曲者・晶耳と日本（上）

岡崎 雄兒

はじめに

第1章少年時代一「革命音楽家」を育んだ雲南の日々

第2章上海へ－音楽家への道

第3章日本へ－3カ月間の亡命生活（以下、次号）

第4章作曲した映画主題歌が国歌に

第5章国歌の運命

おわりに

はじめに

2008年のオリンピックは、世界人口の5分の1をもつ大国、中国の北京で開催された。

オリンピックはスポーツの祭典とはいうものの、その是非はともかく国威発揚の絶好の機会

となっている。表彰台に登壇する勝者はそれぞれ出身国の国歌演奏で祝福を受ける。北京で

もっとも多く奏でられた国歌は、中国国歌、すなわち「義勇軍進行曲」であった。

この曲がもとはと言えば映画の主題歌であったこと、またその作曲者・晶耳（ニエアル）

は日本に亡命し、わずか24歳で神奈川県藤沢市（当時は町）の鵲沼海岸で溺死したことを知

る人は、日本ではまだ少ない。現代中国音楽の先駆者であるにも関わらず、晶耳の名はわが

国で刊行されている音楽事典に記載はなく、また中国に関する信頼すべき事典『岩波現代中

国事典」でも国歌の記載はあるが、人名としてはその名を漏らしている。日本でよく知られ

た中国の文化人と言えば、魯迅が良く知られており、中学の国語教科書に、その作品『藤野

先生』や『故郷」などが取り上げられているが、晶耳の名が歴史の教科書などにおいて取り

上げられたことがあるのかどうかは寡聞にして知らない。

しかし中国においては晶耳の名を知らぬ人はおらず、国歌となった「義勇軍進行曲」をは

じめ、その歌曲は抗日戦争を戦った中国の兵士や民衆に愛され、現在においても歌い継がれ
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ている。

筆者は大学卒業以来、長年にわたって日中の経済交流分野で仕事をしてきた。そうした中

で両国国民の相互理解の難しさを知り、相手の国の歴史について理解することの大切さを痛

感してきた。

そしてふとしたきっかけから天折した隣国の音楽家に関心をもち、関連する書籍を渉猟す

るとともに、中国でゆかりの地を訪ねるなどしてきた。

晶耳の作品は、そのほとんどが抗日戦争の中で生まれた。そもそも彼が作曲活動に情熱を

燃やし貧しい生活の中で健康を害しても仕事に励んだのは、もちろん生活もあり、音楽家と

して安定を得たいという願望もあったであろうが、直面する民族の存亡の危機に自分がどう

関わるかの命題に答えることであった。結果として彼の作曲した歌曲は、残念ながら死後と

なったが、その願望をかなえることとなった。歌で中国を変えたとも言われる晶耳。その力

強い革命歌曲がどのような時代背景のもとに誕生し国歌になったのか。辺境の街、雲南省昆

明に生まれ、革命成就に貢献した歌曲を次々に作曲し、その影響力ゆえに国を追われた亡命

の旅の途次、日本の湘南海岸で溺死した若き音楽家一晶耳。本稿は彼の生涯をたどる中で、

近現代の日中関係の歩みを確認し、日中両国民の相互理解の促進を図りたいという意図で書

かれている。

なお本稿はこれまで自著や前勤務校・東北公益文科大学の紀要及び書評誌などに発表した

ものを整理し、敷術したものであることをお断りしておく。

第1章少年時代一「革命音楽家」を育んだ雲南の日々

第1節漢方医に家に生まれる

晶耳（ニエアル）は1912年2月15日、中国西南に位置する雲南省の昆明に生まれた。雲の

南と書いて雲南、なんとも想像力をかき立てられる地名だ。ここは北京や上海から遥か遠く

離れ、東隣りの貴州省へと連なる雲貴高原に属する山地の省である。西部はチベット自治区

に接し、南側はミャンマーやベトナムに接する。面積は39.4万平方klnと、日本よりやや広い。

緯度的には省都・昆明が沖縄県の宮古島あたりになる。人口は4300万人。日本のおよそ3分

の1である。昆明は雲貴高原のほぼ中央に位置する標高1895mの高原都市で、夏は涼しく、

冬もさほど寒くない。年間の平均気温は16度程度と、 1年をとおして温暖な気候にめぐまれ

ている。人口は郊外を含めおよそ500万人である。

雲南省は少数民族のメッカとも呼ばれるほど多くの民族が住んでおり総人口のうち3分の

1を占める。ちなみに中国は56の民族により構成されているが、雲南省にはそのうち26の民

族が生活している。また日本の神社にある鳥居があり、天ぷら、赤飯、断髪、お歯黒、歌垣、

若者宿などが残っているなど、その共通性から日本文化のルーツがあると言われることも

ある。(注'）

豊かな沿海部に比べると、西部地域にある雲南省は発展に取り残されてしまった印象があ

る。しかし実際は鉱産資源が比較的豊富なこと、伝統産業のタバコ製造業がなお健在である

ことなどから産業的にはそれほど遅れをとっているわけではない。また世界遺産に指定され
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た麗江など豊かな自然に恵まれて全国有数の観光地として人気を集めている。

昆明市は、温度、日照時間、降霜期間が短いため植物の生長に適しており、切花の生産量

は全国の6割を占めていて生花業は重要産業となっている。 1999年には世界花博覧会が開催

された。また内外のアスリートたちには高地トレーニングの適地として知られ、マラソンの

野口みずき選手などが何度も訪れている。

航空機の利用が比較的容易になった今日、省都の昆明は中国各地と空路で結ばれている。

日本からも関西国|際空港から直行便が週2便(注2)飛んでおり、およそ4時間半で、 「四時如

春｣、 「春城」 （春の町） と呼ばれる昆明に着く。

歴史的に雲南省を見るとどうだろうか。周知のように19世紀末から20世紀初めにかけての

中国は、帝国主義諸国がそろって進出し覇を競っていた。日清戦争後の1899年、列強の中国

侵略に反抗して山東省で蜂起した義和団が、 1900年6月、北京に入城し、各国の公使館区域

を包囲したため、 日、英、米、露、独、仏、伊、填の八ヵ国の連合軍が共同出兵した。そし

てまず華北が、ついでロシアの勢力拡大により東北が矛盾の焦点となっていた。

しかし帝国主義諸国の矛先は、これら地域にだけではなく実は雲南など西南地域にも、華

北や東北に劣らないほど鋭く向けられていた。渭朝末期の雲南は、帝国主義諸国の侵略と向

き合う、 まさに最前線のひとつだった。

インドやビルマに勢力を拡大するイギリス。 これに対抗するフランスはインドシナに触手

を伸ばし、ベトナムと条約を結んで清朝の宗主権を否定させた。 こうした矛盾の激化により

1884年8月、 フランスと清朝は宣戦を布告し、本格的な戦争一清仏戦争となった。そしてフ

ランスは87年にはベトナム、カンボジアを仏領インドシナ連邦とし、本格的な植民地経営に

乗り出し、さらに雲南・広西へとその触手を伸ばしていった。

雲南の多くの胄年・学生は、対外交渉における渭朝の弱腰を責め、政府が雲南を外国人に

売り渡そうとしていると見なし、外国の侵略から国を守ろうという強い民族意識をいだくよ

うになっていった。彼らは渭朝打倒を呼びかける革命派の主張に共鳴し、反渭革命に積極的

に参加した。

その反清革命の主体となったのは、 日本に留学した冑年たちであり、清末に創設された新

式軍隊（新軍）であった。雲南出身の革命派の青年たちが東京で発行した「雲南雑誌｣(雄:”

には、彼らの強烈な民族感情が随所に記されている。

渭朝は19世紀半ばから列強の侵略と内部からの解体のために急速に統治能力を喪失しつつ

あったが、 20世紀に入ると国内外に体制の変革を求める風潮が大きく拡がり、孫文らの革命

同盟会が革命思想を鼓吹するとともに武装蜂起を試みていた。晶耳が生まれる前年の1911年

10月10日、辛亥革命の発端となった武昌蜂起が成功し、ついに渭朝が打倒された。翌1912年

1月1日、孫文を臨時大統領に中華民国が成立する。 この辛亥革命の影響は、辺境の雲南ま

で及んだ。

1911年の旧暦9月9日、漢方医だった晶耳の父、最鴻儀は親戚が急病になったため往診に

出ていた。夜がふけると昆明の町は省都とはいえ、人通りも途絶える。突然、バーンと鉄砲

の音が響いた｡~何事かと母が門を開けたところ、パチッという銃声がして一発の弾丸が、い

ま開けたばかりの扉から飛んできて、箪笥の下にあった洗面器を「カーン」と貫いた。 これ
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に度肝を抜かれていると、大砲の音がドーン、 ドーンと聞こえてきて、みな生きた心地がし

なかった。父が無事に帰れるだろうかと、家族の心配が限界まで達した頃、ようやく父が帰っ

てきた。

翌日になって昨晩は、辛亥革命の影響を受けた清朝政府内部の一部軍人たちが、雲南統治

当局に対し軍事攻撃を行ったことが分かった。彼らはたった一晩の戦闘で主要部隊全部を占

領し、 200余年にわたって続いた雲南における清朝の統治を覆し、渭朝の龍の国旗に代えて、

赤・黄・藍・白・黒の5族共和の旗を掲げた｡ 5族とは漢族、満州族、モンゴル族、 イスラー

ム族、チベット族である。漢族以外の周辺地域民族を中華民国の領域に引き止める方法とし

て当時は5族共和が提唱された。

雲南総督として君臨していた李鴻章の甥、李経義は変装して逃亡してしまい、清朝の兵隊

はみな革命軍に帰順し、清朝の雲南省統治は完全に終りを告げた。

晶耳は、 この清朝崩壊という歴史の大きな転換期に生まれた。晶耳の誕生日は西暦では

1912年の2月15日であるが、旧暦では12月28日である。いまなお旧暦を尊ぶ中国だが、正月

の直前に生まれためでたい子として父親は大層喜んだという。父、最鴻儀にはすでに5人の

子どもがいた。上の2人、すなわち長男守拙と長女藺茄は病死した先妻の子で、その後結婚

した彰寂寛との間に次女惠茄、次男守誠、 3男守先（のち叙倫と改名）がいた。

最鴻儀はもともと昆明から南へ80knlばかり離れた玉渓県の出身で、地元では評判の良い開

業医であった。 しかし玉渓での生活に飽き足らず清の光緒末に一家をあげて昆明に引っ越し

てきた。家を借りて医院を営む傍ら、 「成春堂」という看板を掲げて薬店も経営していた。

母の彰寂寛は、少数民族のタイ族の出身であった。彼女が漢族でなく、少数民族の出身で

あったことは後に晶耳の精神形成に大きな影響を及ぼすことになる。

この母が聡明な人であったようだ。少年時代の晶耳について、兄の最叙倫は数多くの文章

を発表し、 「少年時代的晶耳」という本を残している。同書によれば、彼女は若くして両親

を失い祖父母に育てられた。大変向学心の強い人であったという。祖父はその当時のことな

ので封建思想に固まっており、 「女は才能のないのが道徳である」と考えていた。 しかし彼

女は祖父に隠れて兄から字を習い、本を読み、晶鴻儀と結婚した後は、祖父とは違って進歩

的な考えをもつ夫の助けを受けて「本草網目」 （薬草の効能を研究した明時代の李時珍の害）

などの医学害を勉強し、夫の頼りになる助手になった。

晶耳は3才の時にすでに300余の漢字を覚え、 4才になると500の漢字を覚えた。小学校で

は常にトップの成績であったと伝えられているが、それもこうした勤勉で向学心に富む両親

の影響があってのことであろう。

1916年7月11日、晶耳がまだ4歳のとき、 lili結核のためその年の初めより病床にあった父

が亡くなった。治療のため家の財産をその時までにすっかり使い果たしてしまい、葬儀の費

用を親戚中から掻き集めなくてはならなかったという。

一家の大黒柱を失った|司家では、いつのまにか母が患者を診断し、薬を処方するようになっ

ていた。 この年、母は正式に医師の国家試験に合格した。以前から夫を手助けしていたので、

診断、治療の要領は見よう見真似で分かっていたとしても学歴などは受験資格の要件になら

なかったのだろうか。 ともあれ医療活動を引き継ぎ、薬局も経営した。
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母は子どももまだみな小さいので一日中休む暇なく働きずくめに働いて、一家の生活を維

持していた。

1918年、晶耳は親戚から学費を立て替えてもらい、昆明県立師範付属小学校に入学した。

大いに勉学に励み、成績はいつも優秀であったという。

母は夜も遅くまで針仕事をしながら、いつも子どもたちに雲南の民謡を歌って聞かせ、学

問に打ち込んだ先人の物語を話して聞かせた。 こうしたことから晶耳は幼いときから伝統芸

術の感化を受けて育った。正直で勤勉、学問を好む気風が養われたようだ。

また隣家の家具屋の主人から笛を教わり、その後二胡、三弦、月琴などの民族楽器やオル

ガンの演奏を学んだ。音楽では晶耳の右に出る者はなく、学校では音楽クラブを組織して、

演奏を指揮した。また演劇の上演で舞台に立ったこともあった。 クラスのリーダーに選ばれ

るなど、活発な生徒であった。

晶耳が9才の時、母が長年にわたって蓄積された疲労で倒れ、 日ごとに衰弱していったこ

とがあった。腹痛が激しくなり、大便に血液が混じり、起き上がることも出来なくなった。

食事もできず、薬を飲んでも効き目はなかった。昏睡状態が長く続いた。医者は子どもたち

に治療の方法がないので死後の準備をするようにと言った。

母思いの晶耳の悲しみは大きかった。親戚が集まり、子と､もたちを誰が引き取るのか相談

が始まった。晶耳は2人の兄の手を握り、 「別れるのはいやだ。別れるくらいなら一緒に死

のう」と言って2人の兄を困らせたという。

その時、父親の古くからの友人の郭という漢方医が母の病気を見に訪ねてきた。丁寧に診

断したあと、母の病気は熱病の一種と診立て、熱病の特効薬である「大涼薬」を使えば助か

るかも知れないと、薬箱から黄蓮の一種を取り出し、使用の可否を尋ねた。

みな異論があるわけがなく、郭医師に任せることにした。晶耳たちは郭医師の指示に従い、

この薬を煎じて母の口に注ぎ込んだ。服用後数時間が経つと思いもかけぬことに母は僅かに

ﾛ申いた。母の病気はこの薬の服用によって好転し、徐々に健康を回復し、そのうちにもとの

ように仕事ができるようになった。

1922年の春、晶耳は昆明師範付属小学校を修了した。成績はトップだった。引き続き|司

校の高等科へ進学するつもりであった。 しかし校長は童子軍（ボーイスカートのようなもの）

に入っていた者はそのまま進学を認めるが、童子軍に入っていなかった者は認めないと

言った。

童子軍に入るのは童子軍の制服のほか皮ベルト、万能ナイフ、麻縄などが必要であり、晶

耳の家では学費を出すのが精一杯で、 このようなものを買う余裕はなかったのだ。晶耳は4

年間一緒に学んだ同級生たちと仲良くなっていたし、先生たちが自分に親切にしてくれたこ

とが忘れられず、 この学校の高等科へ進学したかった。晶耳は校長に対し何度も童子軍に入っ

ていることを高等科の人学資格にすることは不合理であると掛け合った。 しかし校長は応諾

しなかった。

晶耳はやむなく私立の求実小学校高等科に入学した。 しかし幸いなことに晶耳の成績が優

秀だったので、家庭の事情が考慮され、授業料や諸雑費が減額された。またこの学校は情操

教育に力を入れていて民族楽器のばかオルガンなどの科目もあり、放課後も楽器の演習が行
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われた。 この学校が音楽教育に力を入れていたことが、その後の晶耳の成長に大きな影響を

与えた。やむなくこの学校に入ったのだが、まさに人間万事塞翁が馬である。

ところで先に記したように晶耳の両親はもともと昆明から80kmあまり南の玉渓の出身であ

る。母の祖父母は、その玉渓からまたさらに50kmほと､離れた峨山というところに住んでいた。

母の病気が治った後、祖父母が母に峨山の実家に一度帰ってくるよう求めてきた。学校の休

みを利用して母は2人の兄と晶耳をつれて帰ることにした。

最初に昆明湖を船で渡った以外はほとんど徒歩の旅であった。病み上がりの母は竹駕籠に

乗ったが、子どもたちはひたすら歩いた。途中で山賊が現れ、恐い思いをしたこともあった

が、 ともかく無事、玉渓を経由してI峨山に着いた。

祖父母の家は峨山の町からまた少し離れた村にあった。祖父母は、 4人を迎えて大喜びし

涙を流した。 この村では少数民族と漢族が一緒に住んでおり、 タイ族が比較的多かった。

彼らの服装は昆明の人たちとは異なっていた。話している言葉も違った。祖父はタイ族の

人間であり、民族衣装を着ていた。彼と近所の人たちの話は晶耳たちにはまるで分からな

かった。

今でこそ国の政策として民族の平等と団結を掲げ、憲法にも「中華人民共和国の諸民族は

一律に平等である」 （4条1項） と規定しているが、漢族は伝統的に各民族の中心に自分た

ちを置き、少数民族を見下してきた。雲南においても漢族はタイ族に対し蔑視感情をもって

いた。母は晶耳たちが差別を受けるのを避けるため、祖父母がタイ族であることを秘密にし、

誰にも言わないよう話した。

母の故郷への旅行は晶耳に深い印象を残した。特に母が貧しい生活をしていたタイ族の出

身であったことが心に刻まれた。晶耳は後年、貧しい人びと、虐げられた人びとに同情を寄

せ、彼らの側に立ってその芸術活動を展開するのだが、それはこの旅から受けた影響も大き

かったと思われる。

母の故郷から帰ると求実小学校高等科の授業が本格的に始まった。 この学校は先に記した

ように当時の田舎にあっては珍しく私立で、教育熱心な篤志家が寄付を集めて孔子廟の中に

開いたのだった。そのため設備は不十分で机や椅子もあちこちから掻き集めてきたものばか

りだった。 しかし校長をはじめ教HIIjたちは教育熱心で、生徒に対しても厳しかった。晶耳は

この学校が気に入ってまじめに授業に取り組んだ。学校に生徒会が出来ると彼はその会長に

選ばれた。

晶耳が入学して間もない頃、 こんなことがあった。土地を所有している孔子廟当局が、孔

子廟の修理を名目に求実小学校に対し工事中移転するよう求めてきた。そして竣工後は元の

場所を継続使用してもよいと約束した。学校は付近の家屋を借りて授業を続けた。 しかし孔

子廟側は、工事完了後に前言を翻して学校が元の場所に戻ることを許さなかった。学校側は

たびたび孔子廟側と交渉をしたが、なんら進展せず、校長は「校舎が取り戻せないなら学校

を続けることは出来ないかもしれない」と弱音を吐く始末だった。

晶耳はこの話を聞いて大いに憤慨し、 「絶対校舎を取り戻すべきだ。学校は閉鎖すべきで

ない」とみなに訴え、生徒たちの賛同を得た。校長は生徒たちの強い要請に励まされ、校長、

教師代表、生徒代表が改めて孔子廟側と交渉することになった。晶耳は生徒代表に選ばれた。
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しかし当局はまったく讓歩せず強硬姿勢を貫いた。

やむを得ず晶耳たちは「宣伝隊」を組織し、街頭に飛び出して一般の人たちに事実経過を

説明し、支持を呼びかけた。事件の拡大を恐れた孔子廟側は、結局小学校が使っていた全部

の部屋を引き続き使用することを認めた。

晶耳たちの校舎返還闘争は勝利した。学校は晶耳のこの運動における貢献に対し表彰状を

贈った。 「ヨーロッパの詩人は健全なる精神は健全なる身体に宿ると言ったことがあるが、

本校高等科3年生晶守信（晶耳の本名）は、成績優秀にして品行方正、まさに表彰に値する。

さらに勉学に励むよう期待する。民国14年1月雲南私立求実学校校長蘇鴻鋼」と書かれた

表彰状が、玉渓にある晶耳の記念館に展示されている。小学生にしてすでに一端の活動家だっ

たわけだ。

第2節音楽に目覚める

1925年7月、求実小学校高等科を卒業した晶耳は、学費の安い雲南第一聯合中学に入学し

た。一度は進学を諦めたが、求実小学校の教師から学費は貸してあげるからと強く勧められ

翻意した。寮費が払えないので自宅から通学した。

家計が苦しく春節（旧正月）の前には、兄と街頭の露店を手伝って春聯（正月に家の入り

口に貼る対句）を書き、いくらかの金を稼いで母に渡し、また残った金で自分たちの衣類や

日用品を買った。

中学に入って晶耳は英語を一生懸命勉強した。 さらに柏希文というフランス人(汕1 ~' )の父と

中国人の母をもつ人が主宰する英語の夜学校に入った。 この柏希文との出会いも晶耳の成長

に大きな役割を果たした。彼は晶耳に対して英語だけでなく、その他の分野でも色々と熱心

に指導をし、思想面でも大きな影響を与えた。夜学校の経費は裕福な家庭からのカンパをあ

おぎ、学生の払う授業料はできるだけ少なくし、家庭の事情により支払いが困難な優秀な学

生に対しては授業料を免除した。晶耳はその免除組みの一人だった。

柏希文は当時にあっては珍しく無神論を信奉しており、授業の中でも常に無神論の思想を

学生に話し、帝国主義による中国侵略の現状を紹介し、帝国主義は必ず敗北し、中国は必ず

勝利するとの自分の考えを説明した。また彼は晶耳が音楽を愛好していることを知り、晶耳

に音楽の理論を勉強し、同時にピアノを練習するよう勧めた。そして自らの忙しい時間を割

いて晶耳に音楽理論とピアノを教え、晶耳が後に作曲活動をする基礎を作った。柏希文は晶

耳の思想と音楽愛好に疑いなく大きな影響を与えた。

音楽好きについては2人の兄も同じだった。それぞれ楽器を演奏することができた。彼ら

はよく一緒に練習したり、演奏をしたりしたので、近所の人たちは、 「また最兄弟の家庭演

奏会が始まったよ」などと話し、よく聞きにきていたという。

この頃の晶耳を知る上で参考になるので、 「私の人生観」と題する作文を紹介しておき

たいr，

私の人生観は宗教家や哲学者あるいは科学者の人生観と同じではない。言うまでもなく

世界は不確かなものであり、人はみな日々を無為に過ごしている。表向きそのことを自覚
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していない。だが実際は政府や外国人の支配下に置かれているのだ。私が望む人生とは、

まず大学に入り、 きちんと卒業する。そして各国を巡り、その後学術について研讃を重ね、

一定の収入を得る。そして愼池、西山の近くの静かで落ち着いたところ、あるいは雲南以

外の風光明媚なところに居を求め、志を同じくする人たちと学問に励み、音楽に明け暮れ

することだ。その時、外国人の支配はむろんのこと政府の干渉は受けたくない。私はこの

ような人生が過ごせたら良いと願っている｡(注5）

この時、晶耳はまだ13歳。気負いの中に無政府主義的な匂いとロマン主義が混在している。

このおませな作文に対し、教師が、 「青年の志は遠大であるべきで、世間を逃れるような考

えはいけない」と書き込みしている。

ところで晶耳誕生と同じ年の中華民国の成立は、中国の2000年の専制王朝支配に終止符を

打ち、アジア最初の民主共和国の誕生を告げるものだった。だが共和国の権力は間もなく哀

世凱に乗っ取られてしまった。 これに反旗を翻した第2革命もあえなく鎮圧される。孫文な

ど革命派は海外に亡命を余儀なくされ、反動復古の風潮が全国を支配した。

こうした中で1914年に始まった第1次世界大戦は、中国をめぐる国際関係を一変させた。

英、独、仏、露の各国は欧州戦線に全力を注いでアジアを省みる余裕を失っていた。 日本は

この機会に中国を独占的な支配下に置こうとする軍事行動を展開する。そして既成事実を積

み重ね、中国に対するかねてからの野望をまとめて1915年1月18日、童世凱に提出した。

いわゆる「21カ条の要求」である。内容はドイツが山東省に持っていた権益を日本が継承す

ること、関東州（大連、旅lll目などを中心とした遼東半島の先端にあった日本の植民地）の租

借期限を延長すること、満鉄の権益期限を延長することなどである。

これは日本の既得権益を強化拡充するだけでなく、新しい権益の設定が数多く含まれてい

た。 日本の中国大陸における明治以降の既得権益の集大成であるとともに、大正時代のわが

国対外政治の根幹をなす新しい権益体制の確立をねらったものであった。いわば中央政府を

も日本の監督下に置き、中国を日本の保護国にしようとする考えだった。当然中国では国民

各階層に、 これでは亡国につながると、危機感が広がり、 「要求を拒絶せよ」という世論が

高まった。運動はやがて日本製品ボイコット、いわゆる「日貨排斥」が展開され、民国始まっ

て以来の民族運動になった。日本に留学していた中国の学生も憤激し大挙して帰国した。

この時日本は政界のみならず「東京朝日」や『中央公論」など有力マスコミがこぞって

｢強硬手段に訴えても中国を屈服させよ」と論陣をはり、中国民衆の抵抗を理解することが

できなかった。石橋湛山などごく少数の言論人が、植民地不要論を掲げて「21ヵ条要求」反

対論を主張した。

H本政府の最後通諜に対し哀世凱が屈服した1915年5月7日と9LIを民衆は「国恥記念| l」

とし、毎年この日を忘れまいとデモや集会が行われるようになった。その後衰世凱は、自ら

が組織した帝政復活連動で中華帝国大皇帝に推挙され、 これを受諾する。 この時計の逆戻り

に対し、前雲南都督の察鍔が指導する雲南護国軍が帝政反対を掲げて蜂起し、 10省がこれに

呼応した。童世凱は帝政取り消しで妥協を図ったが、反衰運動の勢いは衰えず童は悲憤のう

ちに病死した。
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その後衰世凱の部下の軍閥勢力が互いに北京の政権をめぐり、抗争を続けた｡ 1924年1月

からの第1次国共合作から1927年7月の国共分裂までの間いわゆる大革命の時代に早熟だっ

た晶耳は、当初こそ先のような作文を書いていたが、雑誌のレーニン特集号や魯迅の著作、

厨川白村の「象牙の塔を出て」など進歩的といわれる刊行物を読んでいた。また当時盛んで

あった学生運動の渦中に飛び込み、 「5 ．30事件」の犠牲者に対する募金活動や日貨排斥の

宣伝などの活動に参加した。

日本では「5 ．30事件」というが、中国では「5 ･30惨案（虐殺事件)」とよぶこの事件

をかいつまんで紹介しておこう。事件の発端となったのは、 1925年5月15日、上海にあった

日本資本の内外綿紡工場で日本人監督が争議中の組合指導者の1人を射殺し、 10数人を負傷

させた事件だった。

射殺に憤激した上海の学生たちは、犠牲者救済と労働者の支援を訴えて街頭宣伝活動を始

めた。 これに対し租界当局は、 「治安を乱した」として首謀者を逮捕し、 5月30日にその裁

判が行われることになった。ちょうどその頃、柤界当局は上海の支配強化を図る施策を相次

いで実施しようとしており、さらに冑島の日本資本系列の紡績工場で奉天派軍閥の保安隊が

導入され、争議中の労働者8人を射殺するという事件が重なって発生し、市民の怒りは一層

高まった。

5月301三|、約2千人の学生が労働者の射殺に抗議し、逮捕された学生の釈放を求めてビラ

を配り、演説を行った。 イギリス警官隊はこれらの学生百余名を次々に逮捕し、抗議のため

上海随一の繁華街である南京路に集まった1万余の学生・市民に発砲して死者13人、負傷者

数10人という大惨事を引き起こした。この事件を契機として反帝国主義の運動が上海全市に

沸き上がった。 この連動は全国の主要都市に広がり帝国主義に反対する民族連動に火をつけ

た事件として記憶されている。

昆明でも労働者、学生がこの運動に参加し、上海の労働者を支援した。晶耳の通う聯合中

学でも多くの教師と学生がカンパ活動と日本商品の排斥運動を始めた。晶耳はこの運動に積

極的に参加した。

日本商品の排斥運動のいえば、 2005年の春に北京や上海などの大都市で、青年たちによる

｢反日」デモが行なわれた。 これは当時の小泉首相の靖国神社参拝などに抗議するものだっ

たが、デモの中で一部の人たちが「日貨排斥」のスローガンを叫んでいたとの報道があった。

晶耳たちが参加した連動では、 「日本製品は買わない、使わない、買った日本製品は自発的

に破棄する」などで抗日の決意を示した。 こうしたスローガンを掲げた当時の運動がどこまで

徹底できたのか分からないが、通行人が日本製品を持っていると破棄するよう勧告したという。

晶耳はこの頃、 「近日国内罷工風潮述評」 （最近の国内におけるストライキ的風潮について

評す） という作文を残している。 「5 ．30虐殺事件以降、中国の労働者は資本家の圧迫を受

けている状況が続いており、ストライキの憂いを取り除きたいなら、ブルジュア階級を打ち

砕かなければならない」と書いている。

連動が高揚する中で、晶耳は民衆の中で流行し始めていた「インターナショナル｣、 「国民

革命歌｣、 「工農兵連合歌」など内外の革命歌曲を好んで歌っていた。また学校や家で、 「梅

花三弄｣、 「蘇武牧羊｣、 「昭君和蕃」などという民間で流行っていた音楽を友達と合奏したり
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した。 しかしデモや音楽に熱中するだけでなく、夜は英語学校やキリスト教青年会へ行き、

英語の補習を受けるなど勉強も根気よく続けていた。

この頃、晶耳に大きな衝撃を与えた事件が起こった。晶耳の母は信仰心の厚い仏教徒だっ

た｡ 1926年|日暦の2月19日、昆明の大きな湖、愼池湖岸の高台・観音山の観音寺に船で参拝

に行くことになっていた。昆明の善男善女には、 ここに祭ってある観音菩薩に参拝すると願

い事をかなえてくれると信じられていた。母は晶耳と兄の晶叙倫を連れて長年行きたいと思っ

ていた観音菩薩参拝に出かけることになった。その日、彼らが家を出ようとした直前に急患

が訪れ、予定していた船に乗り遅れてしまった。ところが、その乗船を予定していた船が定

員をはるかに超過する乗客を乗せたため転覆してしまい、数百人規模で死者を出す大惨事に

なったことが間もなく知らされた。

この事件に対し、母は、 「もし私が急患の病人を見ていなかったら、船に乗り遅れること

はなかったので、私たちも遭難していたでしょう。私たちは運の強い人間です。 これも仏様

の加護のお陰です。感謝しましょう」と言った。

晶耳はしばらく黙っていたが、すこし怒った顔になって、 「お母さん、 これから私たちは

仏教を信じる必要はありませんよ。私たちは船に間に合わなかったので災害に遭わなかった

のです。 これが仏様の加護であるなら、船に間に合って観音山に行ったあの人たちはもっと

仏様に加護されるべきです」「汽船があのように多くのお客を乗せなければ、絶対に転覆す

るようなことはなかったのです。あの人たちは神仏に祈って平安を願ったのに、却ってあの

ような災難に遭ってしまったのです。 もし神仏がいるなら、なぜ彼らを加護しなかったので

しょうか。お母さん、迷信を信じてはいけません」と言った。

母はよく考えれば晶耳の話に道理があるのでうなずいて低い声で、 「お前の話は本当に正

しい」と言った。 この話はどこにでもあるようだが、晶耳が早くから科学的なものの見方を

身につけるきっかけとなった事件として記録されているようだ。

第3節社会運動に参加

やがて晶耳は初級中学を卒業する時期となった。彼の家には晶耳の勉学を続けさせるだけ

の余裕があるとはいえなかった。 しかし夏休みに両親の故郷、玉渓に行った時も、時間を惜

しんで授業の復習をするなど向学心に燃えていた晶耳は、どうしても進学したくて仕方なかっ

た。母に就職した場合と進学した場合の得失を列挙して熱心に説得を行った。そしてようや

く同意を得ると食費と宿舎費が公費でllfiえる雲南省立師範学校の受験手続きを行った。同校

の入試は難関であったが、猛勉強の甲斐があって高級部英語組英語学科に合格した。またま

た親戚や知り合いから保証金や書籍代、寄宿舎で使う蒲|､｣1などを借りた。

この頃、新しく隣に引っ越してきた音楽好きの張庚侯という青年と知り合う。張はのちに

付属小学校の音楽の教員になるが、晶耳は彼の楽器を借りてバイオリンの練習を始めた。

晶耳がのちにバイオリンに打ち込むきっかけを作った青年であり、彼との出会いはまさに運

命的なものである。また張庚侯の遠縁で後に親しい女友達になる哀春暉と知り合っている。

晶耳は張庚侯とともに昆|ﾘ]の音楽会や演劇の舞台にも出演するようになった。

学校の共冑団（共産主義青年団）が組織する読書会に参加するようになり、 1927年末の冬
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休みには、幾編かのマルクス主義の文献を読むようになっていた。

5 ･30運動は全中国に「打倒帝国主義」の波を湧き立たせ、広範な統一戦線を作り上げたo

25年7月には、広州に国民党と共産党の合作を基盤にした国民政府が結成された。 しかし孫

文亡き後の国民党内は左派・右派間の対立が激化していた。左派の指導者の塵仲‘榿が暗殺さ

れ、また海軍の共産党員が反乱を企てたという口実で共産党員を逮捕しソ連人顧問団を弾圧

する事件、いわゆる中l｣|艦事件が起こっている。

こうした内部矛盾をはらみながらも26年6月、中国の近代史に一頁を開いた北方に割拠す

る軍閥との戦い－北伐が始まった。中国国民党陸軍の黄哺軍官学校校長だった蒋介石が国民

革命軍総司令に就いた。 この時蒋介石は39歳。北伐は雲南の支配体制にも影響を及ぼした。

14年にわたって雲南を支配してきた唐継銭体制が崩壊し､代りに昆明鎮守使の龍雲が雲南の

全軍政を握ることになった。

蒋介石はその後北伐に加わった共産党が着実にその勢力を伸ばしていることを警戒し、国

民党左派と共産党に対し、上海で大規模な大弾圧、いわゆる4 ． 12クーデターを行った。

蒋介石による国共合作への裏切り行為に対し雲南の龍雲も呼応し、革命勢力への政治弾圧を

強めた。そしてたびたび革命家が捕えられ犠牲になった。

そうした犠牲者の1人に雲南では数少ない女性共産党員で小学校教師の趙璋仙がいた。

彼女は雲南の女性解放連動の中心的人物だった。逮捕後、共産党の内情について自白を求め

られ執勘な拷問を受けるが、頑として口を割らなかった。その不屈の精神は今でも雲南で一

種の伝説として人びとに語り継がれている。 この事件に遭遇した晶耳の様子について、兄の

最叙倫は「晶耳の少年時代｣(稚‘)で次のように書いている。

「ある日、私たちが食事をしていた時、晶耳が突然不機嫌な様子で帰ってきた。母は食

事をするよう勧めたが、彼はぶつきりぼうに「食べたくない」と言った。顔つきも異常だっ

た。私が、 「具合が悪いのか」と聞くと、彼は突然テーブルを叩き、 「今日、恩光小学校の

趙涼仙先生が銃殺されるそうだ」と言い、そして、 「先生がどんな罪を犯したというんだ！ 」

と声を荒あげた。 これを聞いて私たちも驚いた。趙先生は非常に教育熱心で子どもたちに

敬愛され、保護者の信用も絶大だったからだ。私はすぐに茶碗と箸を置いて晶耳に、 「行

こう、様子を見に行こう」と言って2人で飛び出した。

外に出ると、ちょうど手を縛られ、足珈をつけられた3人が護送されてくるところだっ

た。前の2人は男で、彼らは鋭い目付きで辺りを睨め付け、胸を張って堂々と歩いていた。

その後ろから皆のよく知っている趙璋仙先生が足杣のため足を引き摺って歩いてきた。

沿道の人込みの中から突然2人の子どもが出てきて、 「趙先生、趙先生、…」と泣きⅢ,’

んだ。

子どもたちはすぐ兵隊に追い散らされたが、趙先生は子どもたちに、 「みんなは早く家

に帰りなさい」と言い、そして「みんな、 さようなら」と言った。路傍に立っていた小学

生たちは、趙先生の言葉に泣き出してしまい、 「趙先生、先生死なないで！ 」と叫んだ。

晶耳と私は涙が止まらなかった。晶耳が群衆の中から飛び出そうとしたので、私は強く彼

の手を握って離さなかった」
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この後2人は刑場までついて行き、 この女教師が銃殺される様子を見届けている。

事件のあと、晶耳は人が変わったようになり、外から帰ってもほとんど口をきかなくなく

なってしまった。 この事件が晶耳に与えた影響は大きなものがあった。彼は党の指導下にあ

る済難会（後に互助会と改める）のメンバーとして、幾度か監獄を訪れ、投獄されている革

命家の救援に奔走したりした。

反革命の逆風の中で、革命勢力に対する弾圧は一層厳しくなっていたが、晶耳はこうした

事件の影響を受けて1928年、秘密裏に中国共産主義胄年団に加入している。そこで理論を学

習し、謄写版の原紙書きをはじめビラ貼りなどの活動に参加し始めた。

共産主義青年団の活動スローガンは、帝国主義の侵略に対し立ち上がった民衆に弾圧を加

える蒋介石や雲南の指導者である龍雲らを弾劾することだった。 この龍雲だが、のちに日中

戦争が始まると抗日統一戦線を支持するようになって、中華人民共和国建国後は新政府に参

加した。

この年の5月、国民革命軍が北上して山東省に入った時、田中義一内|醤lは居留邦人保護の

名目で山東に出兵し、済南を占拠、多数の市民を殺傷した済南事件を起こしている。中国で

は「済南|参殺」といってこの事件後、中国人の対日感情は極度に悪化していった。 このl1I東

出兵は明らかに北伐への軍事干渉をねらったものだった。

また翌6月、北伐軍の北京進攻を前に河南で大敗し奉天（現在の藩陽）に帰還途中の奉天

派軍閥の総帥・張作森を乗せた特別列車が関東軍参謀の河本大作らの陰謀により爆破され張

作森は即死した。 これは「満洲某重大事件」と呼ばれ、事件の真相は、当時はマスコミへの

公表が検閲により禁止されていたので隠されていた。関東軍は、満鉄延長問題などで必ずし

も日本の意のままにならなくなった張作森を排除し、一挙に東3省を関東軍のコントロール

下に置こうとしたのだった。雲南の学生たちもこうした日本の露骨な干渉に反対し立ち上がっ

た。だが学生運動は徹底的に抑圧された。晶耳は悩み、苦しんだ。何ら成果を生むことがで

きない運動を続けることの意味があるのかどうか、挫折感に苛まれ、いっそのこと省外に出

てもっと勉強したいと思った。 しかし自費で大学や専門学校に進む余裕がないのは分かりきっ

ていた。

第4節学生軍に入隊

晶耳が悶々と悩んでいる時、湖南省梛ｿ､|､|に駐屯していた雲南国民革命軍第16軍が新兵補充

のため昆明で学生軍の募集を行った。 この16軍はもともと雲南の軍隊で、軍長の藩石生は雲

南の人間だった。かれは朱徳など紅軍の指導者とも付き合いがあった｡ 1927年の「8 ． 1」

南昌蜂起のあと、広東での戦いで負けてから朱徳が率いる紅軍と反蒋介石の統一戦線を組み、

国民革命軍16軍の一部を担っていた｡ 1928年の初めに朱徳は16軍を離れ、湖南において紅軍

を組織し、革命の隊列を拡大した。藩石生は反蒋介石の旗幟を鮮明にし朱徳率いる紅軍と連

携をとっていたので、学生たちはこの軍隊を革命的な軍隊だと思い、人気があった。晶耳は

この軍隊に入り自らの力で道を切り開こうと考え、多数の学生とともに応募した。学科試験

と体格検査の結果、晶耳は合格した。

1928年11月30日、晶耳たちは昆明を出発した。軍隊に入ると言えば家族は心配するに決まつ
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ている。だから家族には内緒であった。当時、昆明から湖南に通ずる道はなく、愼越鉄道

(1910年に開通した雲南一ベトナム間の鉄道）を経て、ベトナムのハイフォンに出て汽船に

乗り換え、香港、広州を経由して梛州に向かった｡

この旅行の途中、やはり晶耳の思想形成に大きな影響を与えたある出来事に遭遇した。

それはこんな事件である。

12月1日、昆明を出て2日目のことだった。晶耳ら学生軍の一行は、アミ州の旅館を出て

駅のプラットホームで河口行きの汽車を待ちながらみなで雑談をしていた。そこにいま出発

したばかりの汽車が女の子の両足を礫断したとの話が伝わってきた。晶耳たちが急いで前の

方に行くと、切り替えポイントのところに10才ほどの少女が樅たわっており手にかごを持っ

ていた。膝下が血混じりになり、どこが足か分からなかった。

少女は、 「おかあさん、おかあさん」と叫び、痛さを我慢して泣きながら、 「誰か刀か鉄砲

をもっていたら私を殺して！ 痛いよ－、苦しいよ－」とⅢ|-んだ。周囲にいた旅客は見るに

忍びず、一部の旅客は鉄道会社の社員らしい人に向かって少女をすぐ病院に連れて行くよう

要求したが、別の人は、 「この子は無賃乗車だったんだ、死んでも仕方ないよ」と言った。

これには周囲の乗客たちも「なんて酷いことを言うんだ！ 」と一斉に反発した。そうこうし

ているうちに河口行きの汽車が入ってきた。 これに乗り遅れたら大変なので晶耳たちは慌て

てホームに引き返し乗車した。列車は何事もなかったように出発した。晶耳は少女がどうなっ

たか気になって仕方なかった。列車の中でその少女を知っている旅客がみなに話した事故の

顛末はこんなことだった。

彼女の両親は小さな田圃を耕していたが、非常に貧しく家族を養いきれないので彼女が毎

日、屑炭を拾って家の助けをしていた。アミ州に小龍潭という駅があり、近くが石炭の産地

で、路_'二には輸送中にこぼれた屑炭がたくさん転がっていた。それは誰でも拾ってかまわな

かった。彼女は毎日列車に乗って小龍潭に行き、そこで出来るだけ多くの屑炭を拾い、 1元

に満たない金を手にしていた。 しかしキップ°を買う金はなかった。今日もいつものように屑

炭を拾い、かごをもって踏み板に乗っていたが、発車後に無賃乗車を答められ、ベトナム人

の車掌に突き落とされた。ちょうどそこが、切り替えポイントになっているところだったた

め、別の列車が来て両足が礫断されたということだった。

この悲惨な出来事は晶耳にとって忘れがたい記憶として残った。晶耳は後にこの時の見聞

を素材に「屑炭」という小説を書いたと伝えられている。 しかし原稿は散逸して残されてい

ない。

12月15日、晶耳らはようやく湖南省梛州の駐屯地に到着した。直ちに軍隊に編入させられ

た。当初16軍とはどんな軍隊か、また実際の軍隊生活とはいかなるものか分からなかった。

しかし現実に入隊してみると、昔流の軍隊とほとんど変わらず、非人間的な扱いをされた。

軍規は乱れ腐敗が溢れていた。 こうした現実を前に晶耳は、自分の選択がよかったものかど

うか疑問に思うのだった｡ 10数日後、同郷の下級士官の配慮により、ただの新兵から連隊の

文言上士（文書担当士官）に任命された。

翌1929年3月28日、第16軍軍官団に従って広州に赴いた。 ここで晶耳は黄哺陸軍軍官学校

に入学したいと願ったが、資格が不十分だったため果たせなかった。 4月8日、部隊の維持
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が財政的にできなくなったため、部隊はあっけなく解散となった。晶耳はなぜかこの時、上

海中央汽車（自動車）学校もしくは広州航空学校に入りたいと思ったようだが、よく調べて

みると入学試験の時期はまだかなり先であり、また費用のことを考えるとまったく実現する

見込みはないと諦めた。

4月12日、晶耳は中国話劇連動の創始者で| ~ |本に留学したこともある欧陽予情が主宰する

広東戯劇（演劇）研究所付属の演劇学校音楽班が特待生を募集しているのを偶然新聞で知り、

受験したところ合格し入学した。 しかし、翌日宿舎に入った後、初めてこの学校はただ輿劇

(広東の地方劇）のドラや太鼓、琴や箏を学ぶだけであることを知る。よく調べもしないで

軽率といえば軽率だが、 自分の関心事と合わないので、すぐ、に学校をやめることにした。

同行した同郷の教官に旅費を立て替えてもらい故郷に帰った。

第5節成就しなかった恋愛

昆明に戻った晶耳は省立師範学校のもとのクラスに復学することができた。

この頃のノートや日記には、マルクスの簡単な経歴や階級闘争、唯物史観、剰余価値学説

史などについての記述がある。友人たちと音楽グループを結成し、 「ボルガの舟歌」などを

歌い演奏していた。また少しずつ腕前が上がってきたバイオリンを独奏し、当時流行してい

た蕊錦暉の「三胡蝶」など児童歌舞劇の伴奏に出演した。また票l1軽なところのある晶耳はし

ばしば草笛を吹き、声帯模写やマジック、 タップダンスなどを演じて周辺の人びとを喜ば

した。

軍閥同士の争いにより1929年7月11日、昆明の火薬庫で大爆発が発生し、 1万人余りが死

傷するという痛ましい事故があった。晶耳は地下の党組織が指導する「7 ． 11青年救済団」

の主要メンバーとなり、当局に損害賠償を求める闘争に参加した。そのため軍閥政府からマー

クされ、 しばらくの間親戚の家に身を隠す必要に迫られた。事態が収まった後、やっと学校

に戻った。

10月末、省立師範学校の演劇研究会が開催した演劇発表会で「ロミオとジュリエット」に

出て、 ジュリエット役を演じた。晶耳には俳優としての素質もあったようで、上海に出てか

らも所属した映画会社で端役ながらいくつかの作品に出演、また舞台にも出、その演技力は

高く評価されている。

ところでこの年の末から翌年にかけて最耳は恋愛で悩んでいた。相手は晶耳が兄事してい

た張庚侯の遠縁にあたる哀春暉で、彼女は雲南省立東陸大学（現在の雲南大学）予科の学生

だった。彼女とは張を交えた音楽仲間の紹介で知り合ったことは前に書いた。童は写真を見

ると小柄で童顔である。性格は穏やかで音楽好き、晶耳より一歳年下だった。意は師範学校

の国文の教員だった父親を早くに亡くし、母親に育てられた。晶耳と境遇が似ていることも

あり、 2人はよく南郊外西垣のバラ園に出かけ、西山などにも遠出した。

兄の手記によれば、母は2人が仲良く交際しているのを見て、また自分自身も童が気に入っ

たので晶耳に結婚するよう勧めるが、晶耳はまだ早いと擢ね付けた。当時は親が子どもの結

婚相手を適齢になるずっと前から決めることは普通だった。母親は知人から持ち込まれた結

婚話を勧めていたが、これも晶耳がまだ早いということで流れていた。晶耳は哀を好きだっ
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たが、一方でまだ自分が学生の身分であること、いずれ雲南の外に出ることを考え、結婚に

踏み切る決意がつかなかったのだろう。

晶耳は、 1930年11月8日の日記に、 自分のこれまでの経歴を記している。その中で、

｢(1930年）民国19年1月1日、開始輸愛給地（彼女を愛し始めた)」と書いている。

その年の1月15日の日記は英語と中国語で書かれており、次のように記されている。 これ

も日本語に訳すと。

夜、空にはとても明るい月がかかっている。張君と翠湖のほとりを散歩した。その時、

私はこんなことを考えていた。

私は自分の思いの中からC(哀の記号）を取り除くことはできない。

私の人を恋する気持ちの中からCを取り除くことはできない。

もし私がCとMllれたとしても、ほかの人と恋はできない。

もし私が自分の思いを犠牲にするとしたら、それはCの希望を満足させることはできない。

結果として、私の思いは苦しみが続くのである。

2人の恋はどうなったか。晶耳が上海に出てから手紙のやり取りは続いたものの結局実ら

なかった。彼女は晶耳に未練があったが、彼女の母親は、遠く離れ、 しかも態度が煮え切ら

ない男を諦めさせ、青年商人と結婚させた。 1931年12月24日の日記に、友人からの手紙で哀

が李英若と付き合っていることが示唆され、驚いた様子が書かれている。編集者の注として、

｢意春暉と李英若はともに晶耳の昆明の友人、後に2人は結婚した」と耆かれている。

1985年10月、 「晶耳全集｣(注')が北京で出版され、晶耳のl l記や一部の書簡が公開された。

これを読んだ徐寅という劇作家が同年秋、哀春暉が、昆明の東南、個旧市に健在なことを確

かめ、 インタビューを行った。彼女は当時73歳で、すっかり白髪となり、目は不自由だった

が、当時のことを晶耳の日記に照らし合わせ語った。夫、李英若は進歩的な商人であったが、

1967年、文化大革命の迫害の中で死亡したというo(&8)

1930年の春節（|日正月）には同じく省立師範学校の学生会の人たちとともに玉渓に行き、

｢春閨怨」という新劇のヒロインを演じた。

4月24日深夜、武装した憲兵が学校を雲い、晶耳と同じ室の共青団員や進歩的なクラスメー

トを逮捕、拉致した。

5月30日、軍閥政府が次には晶耳を逮捕するという知らせが伝わってきた。 これは兄の友

人が、法律機関に勤務する父親の自宅の机上にあったブラックリストに晶耳の名前が記され

ているのを見て教えてくれたのである。仲間の裏切りにより、晶耳にも危機が迫ってきた。

たまたま上海のタバコ問屋から晶耳の3番目の兄に上海に行き店員にならないかという話が

あり、商店主の了承を得て、晶耳が代りに赴くことになった。

7月10日、ベトナム経由にコースを取り、汽船に乗り香港を経て_上海に向かった。
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第2章上海へ－音楽家への道

第1節タバコ問屋の店員に

晶耳が上海に着いたのは7月24日である。 18歳だった。上海は中国の都市の中で北京とと

もにもっともよく外国人に知られた都市である。めざましい経済発展が伝えられる中国にあっ

て、そのシンボル都市としてのイメージが与えられている。日本から手軽に行ける外国とし

て老若を問わず人気を集め、若い女性向けの雑誌には|日フランス租界の浦酒な建物やファッ

ション店、グルメ案内などが頻繁に紹介されている。

では晶耳が昆明から出てきた頃の上海はどのような状態であっただろうか？晶耳は昆明

から鉄道でベトナムに抜け、香港を経由して上海にやって来た。辺境の小都市出身の晶耳は、

黄浦江沿いのバンド （外灘）に立ち並ぶ高層建築群や市内の大きなビル、大型映画館を見て

度肝を抜かれたのではないか。

晶耳が上海に降り立った時の様子は、 1959年に建国10周年を記念して製作された映画「晶

耳｣(卜好) )の冒頭場面に描かれている。ただバンドのビル群は映し出しておらず、雑然とした

波止場が柵かれているだけである。

ここで当時の中国や上海をめぐる情勢を見ておきたい。

に'.国革命の出発点は普通1919年の「5 ． 4運動」と言われる。 これは第1次世界大戦の戦

後処理をめぐって開催されたベルサイユ講和会議で日本の山東利権を承認した民国政府の態

度を不満として起こったものである。 5月4日、北京から始まり、全国に広がった反帝反封

建の大衆運動である。 これが2年後の中国共産党の誕生を促すことになる。

これより先1914年に孫文は中華革命党（のちに中国国民党と改称）を組織し、挫折を繰り

返しながらも1921年には南の広州に新政府を打ち立てた。 ロシア革命の成功に力づけられた

彼は、 1924年に中国共産党を受け入れ、 「連ソ・容共・労農援助」の新政策を打ち出した。

ここに国民党と共産党の第1次合作が成立した。そして民族の独立（民族主義)、民主制の

実現（民権主義)、地権平均・資本節制による経済的不平等の是正（民生主義）の3原則を

掲げる新三民主義を提唱し、国民革命の実現をめざした。 しかし日本をはじめ列強の執勘な

干渉に念願の中国統一はかなわず、 25年3月12日に「われ国民革命に力をいたすこと40年、

革命なおいまだ成功せず、同志は継続努力し、目的を貫徹されよ」の遺言を残して北京で病

死する。享年59歳だった。

同年5月、上海の日本人が経営する紡績工場でストライキが行われ、日本、英国、さらに

軍閥の警察が弾圧を加え死傷者が出た、いわゆる「5 ．30事件」が発生する。この事件をきっ

かけに中国の反帝国主義運動は大きく盛り上がることになったのだが、このことはすでに書

いた。晶耳は昆明の学生時代にこの事件を発端にした日本商品ボイコット運動に参加して

いる。

広東省に拠る国民党は7月に国民政府の成立を宣言し、国民革命軍を組織した。翌26年7

月、蒋介石を総司令官とする国民革命軍は、帝国主義諸国と結んだ北方の軍閥打倒と中国の

統一をめざして広1，|､|からいわゆる北伐を開始する。民衆に支持された国民革命軍は、わずか

半年で長江流域に達し、翌27年春には、上海、南京をも陥れた。
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しかし北伐が進むにつれて労働者や農民の意識が高まり、共産党をふくむ左派勢力が力を

増してきた。 これに対し外国勢力や国内の右派勢力は、恐れをいだきはじめる。蒋介石はも

ともと上海の金融資本を中心に湘江財閥との結びつきを強めていた。だから左派勢力の進出

には神経を尖らせていた。

蒋介石は27年4月、 4 ･ 12クーデターを起こし、共産党員を弾圧、追放した。 これによっ

て第1次国共合作は事実上崩壊した。虐殺までも起こしたこの事件により、武漢にあった国

民政府の指弾を受けると、蒋介石は南京に別に国民政府を樹立する。そして蒋介石はさらに

北伐を続け、翌28年6月には日本の支持を受けていた東北軍閥の張作森を北京から追い出し、

中国の統一を完成した。

しかし以後の国民党政府は､ﾉ連と断交し、英、米と結ぶ一方、国内では地方軍閥と妥協し

たので、政治の腐敗や社会の反封建的な仕組みはなお続いた。 これに対し蒋介石の弾圧で大

打撃を受けた共産党は、農村に根拠地を移し、紅軍を組織する。そして地主から土地を奪う

土地改革を進めながら、江西省を中心に勢力を伸ばし、 31年11月には江西省の瑞金に毛沢東

を主席とする中華ソビエト共和国臨時政府を樹立した。蒋介石はこれとの闘いに全力を傾け、

激しい内戦が続いた。

上海では民族主義的な抵抗運動が高まってきた。晶耳が昆明から出て来る4ヵ月前の1930

年3月に中国共産党江蘇省委員会の指導により中国左翼作家連盟が誕生している。以後、中

国左翼劇作家連盟、社会科学者連盟、美術家連盟などの文化団体が相次いで組織化される。

これら中国国民党のファッショ化と日本の侵略に対抗して活動した団体の中心人物は、夏術、

沈西苓、田漢であり、いずれも日本への留学経験をもっていた。

同年11月7日のソビエト革命記念日に、 これら文化団体の連合組織として結成された中国

文化界総同盟による大規模デモが企画された。 この時、すでに警察の警備が極端に厳しくな

り、大規模な集会やデモは不可能になっていた。そこで運動家たちは人が集まるところでア

ジビラをばら撒き、夜間に建物の壁にビラを張りつけるなと､ゲリラ戦法を展開した。晶耳も

こうした運動に心が引かれた。 しかし仕事に追われ、それどころではなかった。運動に寄せ

る思いを晶耳は日記に次のように書いている。

「"11月7日”は私の中で大きな位置を占めていた。私はそれに無限の希望と喜びを感じて

いた。新聞の報道にも注意を引かれざるを得なかった。今日Tさんが《申報》を買って来た

時、私の目にまず飛び込んできたのは"11月7日”に関する部分だった。私の心は弾み、

まるで世界一周を終えた飛行家が雌事に帰着した時の興奮と喜びを感じるようなものであっ

た」(注'0）

ソビエト革命が貧しい人たちや進歩を求める多くの人びとに希望の輝きを与えていた時代

であった。 こうした時代背景の中で、晶耳は上海における新生活のスタートを切った。勤務

したたばこ卸商の「雲豐申荘」は、バンドがある蘇州河の南{llllではなく日本租界があった北

側、虹口の公平路に面していた｡ 2002年夏、筆者が訪れた時、彼が最初に住んでいた建物は

普通の民家として使用されていた。周辺は古い町並みがプラタナスの並木とともに残されて

いるが、いずれ再開発が進み、 この建物も数年のうちに取り壊されるであろう。雲豐申荘は

老板（主人）を含めても3人の小規模商店だった。晶耳は毎日忙しくあちこち駆けずり回り、
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|帳簿づけなどに追われていたようだ。

映画「晶耳」では晶耳の友人だった二枚目俳優の趙丹が晶耳役を演じた。撮影当時、彼は

40歳を優に超えていたが若い晶耳役を熱演し、当時の晶耳の生活をｲ方佛とさせてくれる。

晶耳は住み込み店員として当初は無給だった。 1ヵ月が経過してからようやく毎月15元をも

らえることになったが、生活はぎりぎりだった。だがこうした生活の中で、ある日有り金を

はたいて中古のバイオリンを買い求めた。毎日独習に励み、また英語と日本語の勉強にも取

り組んだ。その年の暮れ、同郷の友人の紹介で中国共産党が指導する大衆組織「反帝大同盟」

に参加するようになっていた。

第2節バイオリン奏者へ

翌年3月、雲豐申荘の昆明にある本社が脱税容疑で摘発され、多額の罰金を科せられたた

め倒産に追い込まれた。その結果上海支店も経営が破綻し、晶耳は失業してしまう。昆|ﾘ]に

帰ることもできず途方にくれたが、まもなく新聞「申報」に映画会社である聯華影業公司の

付属の音楽歌群学校が練習生を募集している広告を見つけ、早速応募する。簡単な実技試験

の結果バイオリン奏者に採用された。好きで続けていたバイオリンが身を助けた｡ l l頃の精

進のたまものだった。音楽好きの晶耳にとってこれは願ってもない職場であった。

この歌舞学校はもともと明月歌劇社といい、菫謡作曲家として知られる黎錦暉という人物

が結成した個人劇団であった。黎錦暉は晶耳のどの伝記でも退廃的な音楽を広めたとして評

価が芳しくないが、 「中国近現代音楽家傳1」(徒'1)によれば、彼は晶耳が兄事した田漢と同郷

の湖南省湘潭出身で、幼くして音楽の才能を発揮し、郷里で音楽教師をしたあと、北京大学

の聴講生となった。音楽を通じた新文化運動を志し、子ども向けの作品を数多く作った。

孫文の死を悼んだ「総理紀念歌」 （中国語の紀念は日本語の記念と同じ)、 「麻雀与小咳」 （雀

と子ども)、 「小小画家」 （小さな画家）等の作品が全国的に大流行した。

革命闘争で亡くなった烈士の遺児を引き取り、自分が設立した明月歌舞団で育てるなど面

倒見がよく、大勢のスタッフを抱え経営的にはいつも苦しかったようである。甘い恋の歌を

数多く作って青少年に悪影響を与えているとして、後で晶耳にこつぴどく批判されるのだが、

それは組織維持のための資金稼ぎの意味もあったのではないかと思われる。少し横道にそれ

るが、晶耳が退廃的だと批判した黎錦暉の代表的な歌曲、 「毛毛雨」は、 2002年中台合作テ

レビドラマ「情深深|ﾐﾄ檬檬」で中国の「お茶の間」に登場、 レトロなメロディーが心にしみ

たと語る人も多かった。

晶耳が入った当||寺、 もとの|ﾘ]月歌劇社が上海聯華影業（映画会社）公司と提携して付属学

校となったばかりだった。 この提携にはこんな背景がある。上海は中国における映画の発祥

の地であるが、 20年代になると、民族資本による明星、大中華、天一などの映画会社が相次

いで設立された。当初は無声映画であり、俳優は演技さえできればよかった。 しかししばら

くしてトーキーの時代になると、地域によってまったく違った言葉になってしまう中国では

正しい標準語が話せることが俳優として必須条件になる。その点を早くから理解していた黎

錦暉は、標準語教育をしっかりと行ったので、明月歌劇社は俳優養成所としての役割を担う

ようになっていた｡(縦'2)この明月歌劇社のあった愛文義路129号は現在、表記を変え、北京西
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路129号となっているが、 レンガ造り2階建ての建物が現存している。

翌31年9月18日夜、 日本の関東軍が奉天（現在の椿陽）北郊外の柳条湖で南満州鉄道の線

路を爆破する謀略事件を引き起こした。いわゆる“満州事変”の発端である。 この爆破は、

実際は関東軍の独立守備隊が爆薬を仕掛ける工作を行ったが、守備隊はそれを隠し、あたか

も中国の東北辺防隊が仕掛けたように見せかけ、逆に辺防隊の陣地がある北大営を攻撃した。

関東軍としてはともかく戦線を拡大する口実が欲しかった。 これらはすべて関東軍作戦参謀

の石原莞爾中佐らが策定したものである。関東軍はかねての計画と準備に基づき東北部占領

の軍事行動を起こした。

中国東北部に対する日本の攻撃は、中国の民衆を憤激させ、抗日運動に火をつけた。なか

でも上海では日本に抗議する集会が頻繁に開催された。晶耳は「満州事変」について9月20

日の日記に、その日の新聞を読んで次のように書いている。

「今日、 9月20日、 もっとも注意をひいたのは、 《日本軍椿|場を占拠、南満州鉄道を爆

破、…東北軍王以哲旅長殉死》という大きな活字であった。 これは一昨日夜に起きたこと

だ。 EI本の中国侵略は予想どおりのことだった。万宝山、中村失院なと､の事件を見よ、 こ

れは日本が仕組んだ陰謀ではないか。いま大胆にも大事を引き起こし東|上を占拠し、その

帝国主義的な暴挙をほしいままにしている。空港、兵器工場はみな占拠されてしまった。

(中略）職場での食事の時、皆がこのことについて話題にした。彼らの論議はつまるとこ

ろ国家主義的な考えにすぎず、今回の事件が第2次世界大戦の必然的な動機と引き金にな

ることを理解できない。いまどのような方法があるというのか？誰かにお願いして解決

するなんてとんでもない！ 何が国際連盟だ、そんなものはまったくの役立たずだ｣(I鵬'3）

民衆が怒ったのは、 日本の武力侵略そのものに留まらず、国民政府が不拡大方針をとった

ことだった。蒋介石は、当初国際連盟が「有効な制裁措置」をとってくれることを期侍した。

しかし日本軍の軍事行動は、錦州無差別攻撃、黒竜江進撃と拡大し、国際的な「公理の裁決

を待つ」という彼の方針は破綻してしまった。

こうした時期であったが、晶耳はこの頃イタリア籍の個人教授プドシュカについてバイオ

リンを学んでいた。学費は高く、その捻出にはいつも苦労しなければならなかった。

「満州事変」後、 日本側では中国側が後退に後退を重ねたことに気をよくして、また世界

の目を東北部からそらすために、翌32年1月18日に上海で日本人僧侶襲撃事件を演出し、居

留民保護の名目で300()人に近い陸戦隊を共同租界に上陸させた。 さらに同月末には一方的に

租界外に部隊を展開し、警備していた中匡|側と衝突し、戦火の火蓋が切られた。いわゆる上

海事変である。

上海に駐屯していて抗日意識の高かった19路軍の兵士たちは、蒋介石による上海撤退命令

を拒否し上海市民とともに抵抗に立ち上がった。戦火に家を焼かれ逃げ惑う|司胞の姿を目の

当たりにして、晶耳は自らの進むべき道について考えざるを得なかった。戦火の中で迎える

21歳の誕生日を前に彼は日記にこう書いている。
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「どうしたら革命のための音楽ができるのか？丸1日考えていた。 しかし具体的には思

いつかなかった。 クラシック音楽なぞは有閑階級のお遊びではないのか？」「一日何時間

もかけて苦しい練習をし、何年後、何10年後に1人前のバイオリニストとして成功したと

しても、それがどうだというのだ。ベートーベンの「ソナタ」を演奏して、人々を元気づ

けることができるのか、苦労している民衆の気持ちを奮い立たせることができるのか」

そして晶耳の得た結論は、 「この道は行けない、早く目覚めよ！ 」(注'4)ということだった。

戦争の拡大は映画の興行に大きな影響を与え、映画会社はどこも観客動員どころではなく

なった。聯華影業公司も人員削減を決定し、 3月末に付属歌舞学校は解散となってしまった。

黎錦暉は明月歌劇社を復活させることにし、自身が全体の責任者を務め、他は11人の執行委

員による集団指導体制をひくようになり最耳もその1人に選ばれた。

4月22日、晶耳は中国左翼演劇家連盟の責任者であった田漢と会う。田漢は、 日本の東京

高等師範学校（後の東京教育大学一筑波大学）出身の劇作家で中国新劇運動の開拓者。佐藤

春夫をはじめ日本の作家とも広く交友関係をもち、 この年、まだ34歳の若さであったが、す

でに名の知られた大物文化人として活躍していた。晶耳にとってこの田漢との出会いこそが、

彼の運命を決定付けるものであった。のちに数多くの田漢による作詞、晶耳の作曲した歌曲

が人気を博すことになる。国歌となった映画「風雲児女」 （嵐の中の若者たち）の主題歌

｢義勇軍進行曲」もそのうちのひとつである。

晶耳は大好きな音楽を仕事とすることができ、当初は本当に喜んでいた。 しかし次第に歌

劇社での仕事に疑問をいだくようになる。黎錦暉がペンネームで発表し大流行した「毛毛雨」

(こぬか雨)、 「妹妹我愛仰」 （われ君を愛す)、 「愛神的箭」 （キューピッドの矢)、 「春深了」

(春たけなわ）などの歌曲に対し、晶耳としてはその通俗ぶりに違和感を覚えざるを得なかっ

たからだ。

5月、晶耳は明月歌劇社にしたがって、船に乗り南京、漢口（武漢）の公演に行く。出し

物の内容は当時の社会の現実から離れ、大衆が求めている愛国的思いを反映していなかった

こと、また練習も十分でなかったことから、公演は失敗に終わってしまった。晶耳は明月歌

劇社のあり方を改革せねばならないと日記に書いている。

映画「晶耳」に、歌劇社の一行が抗日の闘いで負傷した兵隊たちを病院に慰問に行くシー

ンがある。そこで黎錦暉の作品を歌ったところ兵隊たちの反発をかってしまい、晶耳が急速、

フランス国歌「ラ・マルセニーズ」を歌い、今度は大きな拍手に包まれる場面がある。 これ

は晶耳の日記に記された気持ちを表現したものだろう。

この頃、中国左翼演劇家連盟が評論活動を重視する方針を打ち出したことから、晶耳はペ

ンネームで新聞雑誌に評論を書くようになった｡ 7月の「電影芸術」に「黒天使」のペンネー

ムで、 「中国歌舞短論」を発表して、オーナーの黎錦暉を強烈に批判した。その内容は、黎

錦暉の作品は確かに反封建的な要素があり、貧富の格差という階級矛盾を描いていることを

認めながら、 しかしいま民族が危機存亡の時にあるのに、彼の作品はあまりに「歌舞のため

の歌舞」になっているのではないか。興行成績を求めるために市民層に程度の低い音楽を押

し付け、青少年に有害な音楽を提供しているのではないかと難じた。



中京学院大学経営学会研究紀要第16巻第1 ．2号(2009年3Ⅱ） ？7
U’

そして晶耳は、 「我々が必要としているのは、軟らかな豆腐ではなく、命をかけて闘う筋

金入りの魂なのだ」と主張し、 20歳ほと､も年~上の黎錦暉に対し、 「大衆の中に入れば、あな

たは新鮮な題材を得、新鮮な芸術を創造するだろう。さあ努力だ、それが時代の道というも

のだ｣(注'5)と、気炎を吐いている。

明月歌劇社の中で「黒天使」とは誰のことか最初は分からなかった。それがやがて最耳だ

と分かると黎錦暉本人よりもむしろ周辺から非難の渦が巻き起こった。結局晶耳は停職処分

を受け、明月歌劇社にいられなくなってしまい退職することになった。 2度目の失業である。

第3節一時北京へ

同年8月7日、晶耳は船に乗り上海を離れ、天津を経由して8月11日に北平（現在の北京）

に到着した。北平では雲南省が出身者のために設けている宿泊施設雲南会館に身を寄せた。

雲南会館は現在の地下鉄2号線宣武門駅近くの校場頭条胡同あった｡ 2003年12月、筆者はそ

れらしき建物が普通の民家として残されているのを確認したが、現在はどうなったか。

晶耳は北平到着当初、 ｜司郷の友人たちと故宮や北海公園、郊外の頤和園、香|｣｣などの名勝

|日跡に遊びに行った。またしばしば下町天橋の繁華街に行き演芸を見たりしている。

9月中旬から上海左翼演劇家連盟の紹介により、北平左翼演劇家連盟や左翼音楽家連盟関

連の公演や組織建設活動に参加するようになった。北平左翼演劇家連盟の機関誌「演劇新聞」

に「上海の映画界について」の原稿を書いたりした。また清華大学東北同郷会の抗日義勇軍

のためのチャリティーショーに参加し、 「インターナショナル」をバイオリンで独奏したこ

ともあった。

北平ではかねて憧れていた国立北平大学芸術学院を受験したが不合格だった。伝記作者は、

作文として出題された「国民党の党義について」という課題に対して、晶耳が出題者の期待

に応える要領の良さを持っていなかったため落第したと記している。

北平滞在時もバイオリンの練習意欲は衰えることなく、ロシア人トーノフを訪れ、個人レッ

スンを受けた。 しかし長い間仕事についていなかったので、所持金が底をつき、学費が払え

なくなってしまった。 これ以上の滞在は無理と判断し、寒さが本格的になる前の11月8日、

今度は汽車で上海に帰ることにした。

北平滞在は3ヵ月であったが、北平左翼演劇家連盟メンバーとの交流を通じて、晶耳はこ

の間に思想的に大きく成長したといわれる。

第4節旺盛な作曲活動

上海に戻った晶耳は、友人たちの世話により明月歌劇社がかつて所属していた映画会社、

聯華影業公司に人社することができた。最初の仕事は年末映画「除夕」 （除夜）の記録担当

だった。その後映画音楽の仕事にまわり、創作・評論活動に本格的に携わるようになった。

「映画はあらゆる芸術の中でもっとも重要」だというレーニンの言葉はよく知られている

が、中国共産党の映画指導グループは、映画の影響力に注目して進歩的映画の制作に取り組

み、 これはという人物を送り込んでいたのである。

1933年の年初、晶耳は田漢を紹介人に、夏術の立ち会いのもと中国共産党に入党した。
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またこの春、田漢の紹介で党が指導する大衆組織一ソ連の友社音楽グループに参加する。

このク､ループはメンバーこそ少ないが、呂瞳、張曙、任光、安峨などすでに頭角をあらわし

ていた作|Ⅱ|家、作詞家がおり、なかなかがっちりした陣容だったいう｡"}孔6）

この頃、晶耳は革命音楽の発展を|叉|るため、任光らと相談して「中|玉|新興音楽研究会」を

組織した。立派なピアノがある任光の家でどのように革命音楽を創作するか一緒に研究をした。

「中国の新興音楽とは何か｣、 これについて晶耳は、 「音楽などの芸術は詩、小説、演劇と

同じように大衆に代わって叫び続けるものでなければならない。大衆は必ず音楽の新しい内

容と演奏を求め、作曲家の新たな姿勢を求めるようになるにちがいない」「旧時代の作曲家

たちは革命前に確立した方法をそのまま変えることもなく作曲を続けている。一方、革命が

生み出した新時代の音楽家たちは、生活と芸術に対する異なった態度にもとづいて生命を注

ぎ込んでいる」と日記に書いている｡(ijil7)

2月9日、党の映画指導グループは、大衆組織「中国映画文化協会」を結成した。晶耳は

執行委員兼組織部の幹事に選ばれた。

聯華影業公司の職員には、自社の映画に「その他大勢」の役で必要な時には出演する規定

があった。このためこの頃、晶耳は「城市之夜」 （都市の夜)、 「体育皇后」 （スポーツの女王)、

｢小玩意」 （小さな玩具）などの映画にバイオリン弾きや運動会での医師、町の豆腐売りなど

に扮して出演した。

3月21日、聯華影業公司一敞の音楽係主任となり、映画の配音を担当するほか俳優の歌

唱指導に当たる。 この頃、晶耳はこれまで使っていたペンネーム晶紫芸を改め晶耳とした。

これは明月歌劇社に入ってしばらくして晶耳の聴覚が鋭く、ちょっと聞いた旋律をすぐ口ず

さむことができたので、周りの人たちが晶耳というニックネームを奉ったことによる。晶耳

の本名は晶守信だった。

3月中旬から6月下旬まで、田漢が脚本を書いた映画「母性之光」の制作に携わる。 5月

中旬にロケで杭州に行く。映画は音楽家である父娘の物語だが、晶耳は舞台となる南洋の黒

人鉱夫の役を買って出る。全身を絵の具で真っ黒に塗り、みごとに群衆役を演じた。晶耳は

やはり田漢作詞の挿入曲「開鉱歌」の作曲を担当した。 この曲が田漢との最初のコンビ作品

となった。

わしらが汗水流すとき あの人たちは風にあたって涼をとる

わしらが腹ぺこで餓えているとき あの人たちはうまいものを腹いっぱい

わしらは年中お日様も見えないのにあの人たちは水銀灯さえ明るくないと不平を言う

力強くはつらつとした旋律は多くの人々に鮮烈な印象を与えたと、程季華「中国電影発展

史｣(雄'8)に記されている。

この頃、晶耳は民間に伝わっている歌謡を革命音楽の中に何とか取り入れられないかと考

えていたようで、母親や昆明に住む友人宛の手紙の中で俗謡、山歌など農村や山村で野外労

働をする時に歌う歌詞の収集を手伝ってもらいたいと書いている。

8月、会社のシナリオ起草委員会に頼まれ、以前書いた映画シナリオ「時代胄年」を「前
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夜」として書き改めるが、 これは作品となって上映されることはなく、 シナリオ作家として

のデビューは叶わなかった。

9月19日、映画「漁光曲」の配音を担当するようになり、藥楚生監督らにしたがい、断江

省の石浦にロケに行く。 このロケの期間中、晶耳はそれまでの過労が重なって病気になって

しまい、一行より早く上海に戻って2カ月間の休養を余儀なくされた。

同じ秋、左翼劇連組織の上演した一幕劇「飢餓線」に挿入1III 「飢餓交迫之歌」 （飢餓迫る

歌）を作る。 さらに新'閉売りの少女との出会いから発想した児童歌[lll 「売報歌」 （新聞売り

の歌）を作曲した。 「ラララ 1 ラララ ！ 私は小さな新聞売りよ…」で始まる軽快で明るい

調べは、いまも子どもたちによく歌われている。

’1月、上海の映画界を震憾させる大きな事件が起きた。蒋介石による国民党政府は共産党

支配地区に対する第5次軍事包囲作戦と同時に、国民党支配地区における左翼の文芸連動に

対して一斉取り締り作戦を展開していた。 この作戦の一環として、 12日、国民党に雇われた

暴徒34余名が、田漢と関係が深かった芸華影業公司の撮影所に乗り込んだ。そして「各映画

会社、映画館は黄子布（夏術)、陳職（田漢)、金焔らが製作し、監督し、出演した階級闘争、

貧富の対立を吹き込む映画フィルムを撮影し、上映することを許さない。然らざれば、必ず

や暴力手段に訴えるであろう…。」と書いた「上海映画界反共同志会」のビラを撒いたので

ある｡(i.}:19)

芸華影業公司が襲撃された後、制作会社だけでなく映画館へも警告文が送られた。

このような状況の中で晶耳は積極的に左翼陣営の活動に参加し、権力側との闘争を続けた

ので、聯華影業公司としても当局の手前、彼の解雇を考えざるを得なくなった。晶耳がしば

らく前、過労のため倒れ、 2カ月休んだことからまた休養が必要という名目で翌年，月24日、

彼を解雇した。 3度'二,の失業である。

晶耳は|海に帰ってから、再び外国人教師についてバイオリンを学んでいた。だが正規に

学校で学ぶ夢が捨て切れず、同年2月、上海国立音楽専科学校を受1戦した。 しかし合格でき

なかった。 ｜ |記にはただ「音專失敗」とある。伝記作者は、学校側が晶耳が左翼活動を理由

に会社をクビになったことを知っていたからだろうと推測している。

晶耳は党の斡旋で、 ’司年4月、百代唱片（レコード）公司に入り、友人の任光とともに音

楽部の責任者となって革命歌曲の制作に携った。百代唱片公司は中国でもっとも早く営業を

開始したフランス資本のレコード会社である。発足当初は中国の伝統音楽などを中心にレコー

ドを製作販売し人気を集めた。 30年代に人ってから、当時としては最高の録音技術と設備を

備えた会社として様々な分野の作品を世に送った。 この会社は外国資本であるため、国民党

政府の干渉が及ばず、晶耳たちは、映画音楽あるいは流行歌l lllという名目で実際は革命歌曲

を多く録音、 レコード化することができたのである。

この頃、中国左翼劇作家聯盟音楽小組が成立した。晶耳のほか、張曙、任光、呂驍、安峨

など青年音楽家、作詞家が集まり、 もっとも若い晶耳が責任者に選ばれた。

中国の民族器楽の合奏を発展させるために、晶耳ら指導グループは5月に百代唱片公司内

に国楽隊を作ったc演芸会で彼のアレンジした雲南に伝承する民間音楽「金蛇狂舞｣、 「翠湖

春暁」なと､の民族器楽が何度か演奏され、大いに好評を博した。その後、 これらは百代唱片
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公司からレコード化され発売された。 「金蛇狂舞」は2008年の北京五輪開幕式で選手の入場

の際、長時間奏でられた。

5月から6月まで東南アジアの紹介記録映画「南洋太観」および「漁光l lll」の音楽を担当

した。映画「漁光曲」 （察楚牛幣督、聯華影業公司）は、漁村の貧しい家に生まれた双子の

姉弟を主人公に、虐げられた人びとと社会の不合理を描く。同名の主題歌は任光の作曲によ

るもので、漁民姉弟の哀切な歌声のレフレーンにより、厳しい労働と搾取の犠牲になった人

たちの貧しい生活をリアルに描き、映画のテーマを引き立てている。映画は3ヵ月近くのロ

ングランとなり、映画から生まれた歌曲として「漁光lll 1」は最大のヒットとなった。

この後、晶耳は旧漢作の歌劇「揚子江暴風雨」の演出を担当し、劇中歌「打碑歌」 （レン

ガ造りの歌） 「打粧の歌」 （くい打ちの歌） 「礁頭工人歌」 （波止場労働者の歌)、 「苦力歌」

｢クーリーの歌」 （後に「前進歌」と改める）など4曲を作曲した。前の3曲は魯迅に可愛が

られた詩人の蒲風の作詞。最後の「苦力歌」は田漢の作詞によるもの。さらに晶耳はこの劇

の主役、波止場で働く労働者、､王爺さん〃を演じている。 この劇は彼らの過酷な労働と悲惨

な生活、まさに清末に高杉晋作が見たままの半植民地上海の状況がそのまま残っているよう

な様子を劇化したものである。晶耳は労働者たちが重い麻袋や大きな木箱を背負ったり、

｢エイヤーホ」「エイヤーホ」とあえぎながら運ぶ様子を実地に調べ、彼らの叫び声を曲に取

り入れ、貧困にめげず力強く生きるエネルギーを表現しようとした。躍動するセリフと歌で

織りなされた新しい表現方式で人びとの注目をあび、大好評を博した。

国民党の弾圧に反撃するため、党の映画グループは互いに協力して左翼文芸運動の新拠点

として新たに映画会社、上海電通影片公司を創設した。 7月、晶耳はこの会社の最初の作品、

童牧之脚本の「桃李劫」 （若者の不運）のために主題歌「畢業歌」 （卒業の歌） （作詞は田漢）

を作曲した。 この映画は希望に燃えて建築学院を出た青年が、正義感が強いがゆえに社会に

受け入れられず破滅してしまう悲劇を描いたものである。晶耳は理想と愛国心に燃えて学園

を巣立つ若者のイメージを明るく歌い上げ、 また青年が官憲に捕らわれて以後は、刑務所で

の足かせの音、銃声などサウンド効果を意識して使い、悲信感を表現した。 この主題歌は広

く人びとに受け入れられ大流行した。 「晶耳伝」の著者、王誌之は、 この曲を高く評価して

いる韓立文という人の次の文章を紹介している。

「晶耳の歌曲は鮮やかな音楽形象と時代感に富んでおり、人民の心の声を反映し、前進す

る時代の歩みを体現している。晶耳の歌はわが国の広範な大衆の革命的な熱情と闘志を奮い

起こさせ、無数の青年たちが抗日の前線に赴き、祖国のために侵略者に向かって突撃し、勇

気を奮い起こして戦うよう呼びかけ鼓舞した」(i}”なお「桃李劫」 （若者の不運）は完成され

たトーキー映画としては最初の作品だった。

晶耳はこの頃、友人賀緑汀の紹介で、翌年の日本への出国前夜までずっと国立音專のロシ

ア人教授オクサコフについてピアノと作曲理論を学んでいた。

8月から9月まで聯華影業公司二敞が撮影した映画「大路」 （大いなる道） （孫職監督）の

主題歌｢大路歌」 （孫職作詞） と挿入歌｢開路先鋒」 （孫師毅作詞）を作曲した。 この映画は軍

需物資を運ぶために急いで建設される道路工事に従事する若い労働者たちの物語。主題歌

｢大路歌」は、晶耳が孫職監督からの「ボルガの舟歌」のような悲壮な調子のものをという
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求めに応じ、建設現場で多くの労働者と一緒にローラーを曳き、彼らの生活を体験して作曲

した。掛け声などを多用し、重労働を表現しながらも団結の喜びと希望を感じさせる曲であっ

た。 この映画が翌年の元旦に封切り上映されると、大変な反響を得ることとなった。各地か

ら主題歌「大路」の楽譜を求める手紙がしきりに届き、晶耳の名を一躍世に知らしめること

になった。

10月13日、任光と共に最初の、百代新声会〃を開催し、百代公司が新しくレコーディング

した「畢業歌｣、 「大路歌｣、 「開路先鋒」などのレコードをかけ、進歩的歌曲の宣伝とその拡

大に努め、いわゆる退廃的な音楽に対抗した。

同じ頃、芸華影業公司の映画「飛花村」のために主題歌「飛花歌」と挿入曲「牧羊女」を

作曲した。 これをアメリカ系資本の勝利公司でレコード化したことから、晶耳は百代公司のマ

ネージャーから責任を追及され、 11月末、百代公司を退職するよう追い込まれることになる。

年末に王達平のペンネームで、 「1年来の中国音楽」という総合的な評論を言いた・ この

年の映画、 ラジオ、出版、演奏なと､、中国音楽界の各方面の状況を総括したものである。

自らの作品が広く人気を博している自信から「大路歌｣、 「開路先鋒」などの作品を高く評価

し、 「新音楽の新しい芽はたゆみない成長を遂げ、流行俗曲はもはや避けることのできない

末路にさしかかっている。大衆化された音楽は映画を通じてすでに広汎な大衆に歓迎されて

いる」と書いている｡(縦21）

1934年から35年にかけて晶耳の創作活動は頂点に達した。

1935年1月、聯華影業公司二廠の音楽主任に迎えられる。以前クビになったのは一廠で一

応別の組織になっている。同社の映画「新女性」の吹き込みと主題歌「新女性」の組曲を作

る。映画「新女性」は大都会の上海で音楽教師の傍ら女流作家をめざす主人公を次々と苦難

が襲う物語である。

「新しい女性、それは生産に生きる女性、新しい女性、それは社会の労働者…」歌詞に即

した力強い旋律で新しい時代の女性の姿を生き生きと表現した。晶耳はいつものように現場

主義をとって紡績工場に赴き、彼女たちの労働や生活を観察し、そのたくましさを表現しよ

うとした。

脚本と歌詞を書いた孫師毅は、ストーリーをひとりの女性の悲劇話に終わらせず、当時の

多くの女性たちが置かれていた状況を明らかにすべく最後のシーンでは、朝焼けに向かって、

胸を張って紡績工場に向かう女性労働者の群れをもってきた。それははつらつとした雰囲気

に満ち溢れ、労働者階級こそが|日社会を倒す歴史的使命を担うことができることを暗示して

いるというのだが、実際にこの映画を見たところ、それまでの筋とこのシーンとが結びつか

ず唐突な感じが否めなかった。

清新の気も高らかにこの組曲を歌いこなすため、晶耳はアマチェア合唱団の必要性を痛感

し、団員集めやそれに伴う試験などすべて一人でやって「聯華声楽団」を組織した。

この映画は1930年代を代表する人気女優、 |玩玲玉の役にはまり込んだ演技により好評だっ

た。だが院玲玉自身の恋愛をゴシップ新聞のエサにされ、意地悪い非難中傷をあびた彼女は、

3月8日の国際婦人デーを選んで自殺してしまった。その葬儀には何万人もの群集が参加し、

映画のヒロインと同じように時代の犠牲になった彼女を悼んだ。
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「中国電影発達史」の程季華は、彼女を高く評価し、次のように書いている。 「院玲玉は生

涯に20数本の映画に出演し、社会の異なった階層の女性像を創造した。封建的礼節の犠牲に

なった未亡人役から先進的な女性にいたるまで、ほとんどの役柄に成功している。 とくに晩

年、左翼映画人の影響を受けてからは、実生活における深い体得と観察をもち、登場人物へ

のより一層の理解力に真面目で素朴な演技の風格が加わった。スクリーンの中で|玩玲玉の運

命は観客の心を震憾させ、彼女は広範な観衆から愛され、 lu論の熱心な賞賛を受けた」と書

いている。

また同時代人として国産映画にはほとんど関心を寄せずもっぱらハリウッド映画に夢中だっ

た魯迅も彼女の死には、 「且介亭雑文二集」で「｢噂はこわい」について」と題して言及、

｢新聞は強者に対しては弱者だが、弱者に対してはやはり強者だ」と同情を寄せている。

晶耳も「新女性」の作曲にはことのほか力を入れていたので、彼女の死には大きなショック

を受け、同日の日記に、 「院玲玉が自殺した！ 彼女を記念して作品「静夜」を作曲せねば」

と書いている。

それよりさかのぼって1月、田漢の書いた3幕ものの新喋ll ｢1ml春之llll」のために「告別南

洋」 （さようなら南洋)、 「梅娘曲」など四つの挿入曲を作った。

1月31日から2月2日まで、左翼劇作家聯盟が「上海舞台協会」の名義で組織した盛大な

演劇公演に参加する。彼は、 「回春之曲」の中で歌う歌曲を俳優たちに指導したほか、上演時

はさらに舞台の横で六弦琴を弾き、あわせてオーケストラを指揮して歌唱者のために伴奏した。

2月には芸華影業公司の撮影した映画「逃亡」のために、主題歌「逃亡曲」 （のち「自衛

歌」と改名)、挿入曲「塞外村女」を作った。また会社が新たにクランクインした映画「凱

歌」の主題歌「打長江｣、挿入曲「採菱歌」を作曲した。

「桃李劫」 （若者の不運）で成功を収めた新しい映画会社、電通影片公司は34年末、引き続

いて田漢に抗日と救国をテーマにした映画シナリオの執筆を依頼した。 これが日本軍の占領

を逃れ、東北から上海に流れ着いた二人の大学卒業生が、民族存亡の危機に際し、一人は勇

敢に、一人は迷いながらも最後は万里の長城付近の前線での戦いに向かう様子を描いた「風

雲児女」 （嵐の中の若者たち）である。当時国民党当局の政治弾圧は日増しに激しくなり、

2月中旬に田漢は陽翰笙ら党組織に属する作家とともに逮捕されてしまった。

そのため映画の台本に仕上げたのは夏術である。主題歌の作曲が求められているという話

を聞いた晶耳は、すぐに夏術を訪ね自分から申し出てこの作曲をやらせてもらった。祖国存

亡の危機に際しているにもかかわらず、無抵抗を決め込む国民党に怒りを感じていた晶耳は、

その思いを表現すべく文字通り寝食を忘れて作曲に取り組んだ。 2ヵ月余り構想をねり、田

漢作詞の主題歌「義勇軍進行|lll」を作曲した。 さらに監督の許幸之に乞われて彼の作詞によ

る挿入曲「鉄蹄下的歌女」 （戦場の歌姫） も完成させた。

この「義勇軍進行曲」は抗日戦争のみならず、その後の国民党との内戦解放戦争を通じ

て民衆や戦場に赴く兵士たちに歌われ愛された。そして暫定国歌を経て正式国歌となり憲法

に明記されるが、それは後述する。

映画「桃李劫」 （若者の不運)、 「大路｣、 「新女性」が相次いで上映され、晶耳の歌曲は急

速に民衆の間に広まった。国民党政府は彼の作曲活動に対しにわかに神経を尖らせ始めた。
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それだけ彼の音楽の影響力が強かったということである。

4月1日になって国民党政府が晶耳を逮捕するとの情報が飛び込んできた。党組織は、才

能に恵まれた青年音楽家を守り、彼の能力をさらに伸ばすため、彼が日本を経て欧j､|､|に行き、

ソ連で学べるよう支援すべく、手筈を整えた。晶耳はこの機会を利用して音楽の勉強をする

ことにした。当時、党組織は相次ぐ弾圧で壊滅的な状態に置かれていたとみられるが、夏術

によればその程度の資金力はあったという。

晶耳は周囲の友人には日本の大阪へ行き、牛皮の商売をしている3番目の兄を手伝うと説

明していた。この時、兄はすでに昆明に戻っていたのだが、そう言いつくろった｡ 4月15日、

晶耳は上海の埠頭から日本郵船の定期船「長|崎丸」に乗船し日本に向かった。 日本は時速

20.9ノット、 24， 5時間、つまり約1日の船旅で到着する外国であった。

（次号に続く）

[補足1 ］ 日中両国における壼耳紹介

〔中国〕中国においては晶耳死去の5ヵ月後、 1935年12月に東京で印lillllされた「晶耳紀念

集」所収の承箕「晶耳伝記」が晶耳の事績紹介としてもっとも早いもので要領よくまとめら

れている。新中国誕生後は、洪迺「晶耳年表初槁」 （｢人民音楽」 （1955年8号）がある。そ

の後、生誕70周年記念、没後50周年記念などの機会に関係者による思い出などが音楽雑誌や

映画雑誌、新聞などに書かれ、これらの蓄積をへてまとまったものが出来てきた。それは汪

硫和の「晶耳評伝」 （人民音楽出版社 1987年)、王誌之「晶耳伝」 （上海音楽出版社 1992

年)、向延生「中華人民共和国国歌的作曲者一作曲家晶耳」 （｢中国近現代音楽家伝1」所収

1994年）である。 「晶耳評伝」は音楽の技術的な面にも詳しい。王誌之「晶耳伝」は、巻

末にある関連資料リストの豊富さから伺えるようにこれまで発表された資料を丹念にあたっ

ており、 もっとも信頼できるものである。

なお昆明時代の晶耳については先にふれた「回憶我{門的四弟晶耳」のほか、崎松『晶耳与

玉渓」 （民族出版社 1999年）がある。

また李輝編「晶耳日記」が2004年に大衆出版社から大衆人物日記文叢の一冊として出され、

それまで「晶耳全集」でしか読めなかった日記が読めるようになった。

さらに在文学・ iI馬徳勝「晶耳」 （雲南人民出版社1999年）や劉涼「晶耳」 （大象出版社

2002年）があるが、いずれもこれまでの研究害に書かれた内容と違った部分がある。

2005年に晶耳の生涯がテレビドラマ化された。 これを再編集したものが、干麗那「晶耳19

12～1935｣ (電視文学小説改編自熱播電視劇2007年1月）である。 ドラマは見ることが

出来なかったが、 この本を読むと実在しなかった上海時代の恋人が登場するなと､ドラマ化に

あたってかなりlllll色がなされているようだ。

〔日本〕先に本稿で触れたように、戦前では秋田雨雀が唯一の紹介者で朝日新聞1935年12

月21日に「天才作llll家晶耳の死」を書いている。戦後は、福本イズムで一世を風摩したマル

キスト福本和夫が、当時の月刊雑誌「改造」の1954年12月号に「晶耳の記念碑日本で溺死

した新中国国歌作曲者の生涯」という6頁の文章を書き、自身が発起人の一人となった晶耳

遭難記念碑の建設経過を冒頭で紹介している。福本和夫は戦前の日本共産党の幹部であり、
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獄中14年の闘士であった｡ 1942年に保釈された後、 47年より藤沢に居住し、 日中友好協会藤

沢支部創設に尽くした。中国側の研究資料もまだ不｜分な段階で晶耳の生涯を簡潔にまとめ

ている。

その後は1950年代、東京都立大学教授の村松一弥が、中国音楽を紹介する中で晶耳を取り

上げている。最初に紹介したのが、 （｢光明日報」 （1955年7月17B)に掲載された翻訳で野

模「晶耳をおもい、晶耳にまなぶ」 （｢北斗』第6号 1955年10月）だ。翌年、村松が中心に

なっていた中国音楽研究会の編による「新中国の音楽」 （1956年10月飯塚書店）や、自身

の著書「中国の音楽」 （1965年12月勁草書房）で晶耳に言及している。

その後福本和夫と|11様、晶耳が遭難した鵲沼に住み|ﾘ1治大学教授だった岩|崎富久男が「晶

耳小伝中国国歌作IN1者の生涯」 （｢明治大学教養論集」通巻77号1973年）を書いている。

これは50,60年代の中国における晶耳研究を取り入れたものだ。

さらに「日中友好と最耳一その生涯」 （秋山峰生編著日中友好協会神奈川県連合会

1985年5月）は、やはり地元在住の秋山によるもので、晶耳遭難時の浜田ら関係者の証言が

あり貴重だ。

また1989年に晶耳記念碑保存会（会長・葉山峻）が出版した限定260部の「晶耳物語」は、

中|玉|で出た「晶耳全集」所収の晶耳の日記を全部ではないが日本で初めて紹介した。藤沢市

長だった葉山は、本稿にも書いたように母が福本に勧められて晶耳の英文紹介記事を翻訳し

たことなどもあって晶耳に愛着をもち記念碑の維持に尽力してきた。 「晶耳物語」の翻訳は

岩崎が行っている。その後1999年7月に刊行された齋藤孝治「晶耳閃光の生涯」 （晶耳刊

行会）は590頁に及ぶ大作で現地での取材を踏まえドキュメンタリータッチで一部筆が飛ん

で創作になっているところがあるが面白い。また榎本泰子「楽人の都上海」 （研文出版 199

8年）は、中国における西洋音楽の受容がテーマの東大での博士論文であるが晶耳にかなり

のスペースを割き、音楽を解する著者らしい晶耳作品解説には教えられるところが多い。

なお筆者による晶耳|災l連論文を以下記しておく。

．晶耳一中国国歌作Illl者と日本 東北公益文科大学総合研究論集第5号(2003年）

・中華人民共和国国歌の成立過程研究 ｜司 第6号(2003年）

・ 1930年代、上海における晶耳 同 第8号(2004年）

・晶耳と雲南一中国国歌作曲者の少年時代 同 第9号(2005年）

補足2 日中両国における墓碑・記念碑について

〔中国〕晶耳は神奈川県の鵲沼海岸で溺死した後、 ，司地で遺体は茶毘にふされ、遺骨は友

人によって、上海に運ばれ、兄の晶叙倫が故郷の雲南省・昆明に持ち帰った｡ 1937年、地元

の人たちによって昆明湖が見渡せる西山の美女峰に墓が作られた。

その後日中戦争の時代に荒れ果てていたが、解放後の1954年1月、人民政府によって再建

された。また文化大革命の時代に場所さえ分からなくなってしまったが、 1985年5月、 もと

の場所（太華寺と三清閣の間）に再建された。

墓は雲南月琴（伝統的な弦楽器）をかたどっており、墓前にある7つの花壇は音楽の七音

階を表現している。下から墓への24の階段は、享年を示している。墓碑の裏側には、郭沫若



'l!京学院大学経営学会研究紀要第16巻第1 ．2号(2009年3)]) 45

の1954年2月に書かれた墓名誌が刻まれている｡ 1980年に昆明は藤沢市と友好都市になった

ことから、近くには藤沢市の市の花、藤が植えられている。晶耳の墓は国家級文物保護単位

に指定されている。

墓のそばに小さな建物があり、晶耳記念館として簡単な展示がなされている。

晶耳が誕生し幼年期を過ごした家、 「晶耳故居」が市内の甫道街にある。古びた2階建て

の瓦屋根の建物で、正面の壁に銅版が貼り付けてあり、 「霊龍区重点文物保護単位孟龍区

人民政府 1986年7月公布｣、 「人民音楽家晶耳がここで誕生、幼年期を過ごす」と中国語で

言いてあった。 昆明には、 このほか晶耳がよく散歩したりした翠湖の湖|畔に晶耳像があり、

また像と少し離れた場所に記念碑が1985年7月17日（すなわち没後50周年）に共産主義冑年

団昆明市委員会により建てられている。

また晶耳の原籍が玉渓市にあることから、 ｜司市南門街の西端に広い面積をもつ晶耳記念公

園がある。入り口に桂ﾄけられた大きな「晶耳公園」の題字はかって中国共産党総書記を務め

た胡罐邦氏によるもの。 1985年に晶耳を記念して造られた総合公園で敷地面積は約10万平方

mある。池を中心とした水域は約2万平方mとのこと。園内には花木がたくさん植えられて

おり、匹I季折々の花が咲く。遊技場や憩いの広場などがあり、市民の憩いの場となっている。

園内には記念区があり、そこには1m50cInほどの台石の上に等身大の晶耳の銅像が立って

いる。銅像の周りは花壇で飾られている。東側には晶耳記念館があり、直筆原槁や写真が展

示されている。 この記念公園とは別に市内紅塔区、北門街3号の繁華街に祖父が建てた家が

晶耳故居として残されている。

私が参観した時(2001年12月）には入り口の「晶耳故居簡介」が建立の由来を簡単に記し

ている。中はほとんど普通の民家のようで何の展示もなかった。その後2005年5月に成立し

た雲南音楽基金会が1500万元を支出して、 この故居の大改修工事を行ったとのことである。

〔日本〕神奈川県藤沢市の鵲沼海岸には晶耳の遭難記念碑がある。建設にいたる経緯につ

いても紹介しておく。晶耳記念碑が建設されたきっかけは、 これまで元藤沢市長の葉山l唆の

書いた本から彼の母一葉山ふゆ子が中国の英語雑誌を見て晶耳のことを知り、地元で東亜|司

文書院出身のコミュニストで戦後参議院議員を務めた中西功らと記念碑建設運動を始めたか

らだとしている。その影響からであろう中国で出された伝記、例えば王誌之の「最耳傳」や

王之平「晶耳･国歌作|柑者」にも、そのように書かれている。

しかしこれはどうやら不正確で葉l l lふゆ子が翻訳したのは間違いないようだが、実際は福

本和夫が中国で発行されていた隔月刊雑誌、 「人民中|玉|」英語版を見て葉1 1｣ふゆ子に紹介し

たのがきっかけのようだ。藤沢在住の相模女子大学教授などを務めた高木ﾎⅡ男が「鵲沼海岸

百年の歴史」で、当初中西功、葉l l Iふゆ子が始めたと書いたが、後にそれは誤りであり、福

本がきっかけであったと書き直している。

葉山は市長として、また晶耳記念碑保存会会長として最耳記念碑の整備や晶耳をゆかりと

した昆明市との友好都市提携に尽力したが、 この建設運動の発端が名の知られたコミュニス

トから始まったのでは立場上具合が悪いと考えボカしていたのだろうか。 1985年に藤沢市が

作成したビデオ「晶耳物語』に収録されているインタビューでは、葉11 1は、福本が見つけた
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雑誌を母が訳したと述べている。

福本和夫が「改造」に寄せた文章によれば、彼が1949年11月7日、 ロシア革命記念の夕べ

の会合で司会を務めた際、晶耳の略歴を説明して記念碑建設の提案を行い満場一致の賛同を

得たとしている。

また彼は1950年7月に開催された日中友好会議（日中友好協会設立のための準備会議）の

際、藤沢支部の代表として参加し、飛び入り動議として晶耳記念碑(建設)の提案をしたとい

う。その後設立された日中友好協会内部に建設実行委員会ができた。福本も地元の市会議員

に建設を働きかけたが誰一人として熱心に乗り気になってくれる人はいなかったという。

その後、中国紅十字（赤十字）会会長の李徳全女史の来日が伝えられるなど情勢が変わり

かけてくると、 「知恵者はこぞって、われおくれじと動き出してくる。 この機会を逸せずに

敏捷にとらえるのが政治家の手腕というものであろうか」とその後のトントン調子で建設が

進められたことを喜びながらも、 「この計画のそもそもの由来とその経緯も忘れないで欲し

い」と記している。福本はここで葉山ふゆ子の名を出していない。

しかし、福本が私は「人民中国」 （英語版）で知ったというが、晶耳の事績が掲載されて

いるのは、 6月号であり、 1950年の7月はともかく、 1949年に提案したというのは勘違いと

みる。福本は雑誌「人民中国」がきっかけと考えているが、それ以前に秋田から晶耳のこと

を聞いていたのではないか。秋旧は戦前、日本共産党のシンパで党員ではなかったが、戦後

1949年1月には入党しており、隔本も|司じく1949年8月、こちらは復党しているからである。

共に新中国への強い|兇l心を抱いていた同士であるので両者の接点はあっただろう。

晶耳の遭難記念碑は、小田急電鉄の「鵲沼海岸」から海岸に向かって進み､国道134号線の

歩道橋を渡るとすぐ左にある。最初の記念碑は､1954年11月1日に、先に記した李徳全女史

を迎えて除幕式が行われた。場所は現在の場所とは対岸の引地川右岸であった。 このときは

木製の遭難記念碑とブロンズ製の秋田雨雀の碑文のみであった。

この碑文が盗まれ、また記念碑が1958年9月の狩野川台風による大波のため流失したので、

晶耳記念碑保存会による再建運動が起こり1965年4月、新しい碑が設置された。建設費用は、

地元町内会や婦人会など一般市民、中国から送られてきた30万円、藤沢市から100万円が支

出された。少し傾いた平面の碑石の表面に耳の字をモチーフした図柄が描かれている。

この碑を設計したのは、建築家の山口文象である。山口はドイツで建築学を学び1932年に

帰国、黒部川第二発電所や今は取り壊された日本橋の白木屋百貨店などの設計をした。晶耳

の友人だったとされ、中国の本にも紹介されている。 しかし秋田同様、 これは事実かどうか

疑わしい。子息の山口勝敏氏にお会いし伺ったところでは、 「父は仕事については一切話を

しなかったので、本当のところは分からない。 もし接点があるとすれば、左翼連動をしてい

たこともあるので面識はあったのかも知れない」とのことであった｡ (筆者による聞き取り

2003年3月27B)

その後、 1986年に没後50周年を記念して大きな碑板が立てられた。碑板は高さ2.5m、奥

行50cnl、 インド砂石製、碑板の左上方に直径90cmのブロンズ製レリーフがはめ込まれている。

碑板が立てられた時、市が県の協力を得て周辺を晶耳記念公園として整備した。毎年7月17日

には地元関係者による墓前祭が行われ、数奇な運命をたどった若き中国音楽家を偲んでいる。
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【最耳関係年表】
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(昭ﾄ|]3年）

辛亥革命起こる

2Ⅱ15日、父晶鴻儀、母彰寂寛の4男として雲1判省昆Iﾘl市閑道街に生まれる

7j111日、父・品鴻儀、結核のため死去

春、昆明県立師範付属小学校に入学

存、私立求実小学校高級部にII喧人

春、雲南省立第一聯合中学へ人予：

秋、雲南省立第一師範学校高級祁外IEl iMM1M!禍'γ:I;|入学

｢|'国共産主義青年団に"IM

11月30H、国民革命軍第16ZII:の学/|2'LIfに参ll l、耐挫、広州経｢l l湖南へ

3月、広州へ、部隊解散

4jl、欧陽予備が主宰するI去来戯劇研究}ﾘf付投の油劇学校に人学

5月6日、昆明に戻る

7月11日、雲南の火薬倉庫で大惨事、品耳ら当局へ抗議

7月10日、 _l二海へ

3月、勤務していたたばこ卸店が脱税容疑から催'|産、晶耳失業へ

4月、聯華影業公司音楽歌舞学校（後にiﾘ1月歌獅社に）に入学

7月、明月歌舞社を退社

8月11日、天津経由、北平（現在の北京）へ至l1ff

11月8日、上海へ戻る、聯華影業第一映剛製作所に人社

秋、ペンネームをこれまでの晶紫芸から品耳に変える

存、任光、張曙らと「中国新興音楽研究会」を組織

この年、中国共産党に入党（Ⅲ漢の椎Ⅲ#、夏術の立ち会い）

1月24日、聯華公司、姑耳に休従を勧めるかたちで解扉

4月、 イギリス資本の東方百代公TTlに人社

2月、田龍ら逮捕

21115口上海発、長崎､神戸､大阪綿l l l181 l午|1ij東京へ

6月2H、中華青年会館でIIM樅されｲﾋ[l冊学生の会合で、 |-鹸近の中|封音楽会の総検討」の

タイトルで2時間余識漁

6月16F| 、在日の日中詩人の会合で、 「詩歌と音楽の|兇|係」をテーマに講演

7月9日、東京の下宿を出て藤沢へ（浜|[I実弘宅に術泊）

7月17H、神奈川県藤沢市の鵠沼海岸で遊泳I I'刷死

昆明・西山美女峰に葬られる

9月、 「義勇軍進行曲｣、中国人民政治協|淵会議第1回全体会議で中華人民共和国暫定国歌

に選ばれる。

10月1日、中華人民共和国成立

藤沢市の晶耳記念碑建設運動始まる

1月、昆明で晶耳の墓建設

11月1日、中国赤｜字会長・李徳全女史を迎えて記念碑除幕式挙行

9月27日、台風22号（狩野川台皿）で記念碑流失

4月、記念碑再建

9月18日、記念碑再建除幕式挙ｲi

9月、 日中国交II;常化

3月、第5期全国人氏代表大会弟1 1 ' ! |全休会砿でIll拠作詞の暫定|玉|歌歌詞を変えることを

決定

10月30日、武漢に｢晶耳･洗里海学会｣成立:

11月5日、昆明市と藤沢市、友好部' |I捉挑洲印

12月、第5期全国人民代表大会第5Ⅲ全体会談で、国歌を元の歌詞に戻し正式な国歌とす

ることを決議

10月、中国で『晶耳全集』刊行

藤沢,hの晶耳記念広場整備記念碑移転

3月14日、憲法の第4次改定が行われ、 「義醐施進行llll」を国歌として明記
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＜参考文献・引用注＞

注1 彰飛「中|画雲南・岩絵の謎」祥伝社 1995年26頁および佐々木高明「照葉柵文化の道一ブータ

ン・雲南から日本へ」日本放送出版協会 1982年

注2 2009年1月現在、 この便は休止中

注3 雲南雑誌については石島紀之「雲南と近代中国一､､周辺の視点から"」 （シリーズ!'1国にとっての

20世紀）青木書店2004年28頁

注4 王誌之の『最耳傳」ではフランス人としているが、汪続和「晶耳評伝」では外国籍として国を特

定していない。尾坂徳司『四川雲南ビルマ紀行一作家文蕪と20年代』 （東方書店1993年）によれ

ば柏はイギリス人としている。文蕪は1925年に雲南を訪れ、柏希文の英語学校に通い、晶耳の友

人でもある陸万美と交流があったと書かれている。

注5 中国音楽家協会． ｜'1辰l音楽研究会編「中国近、現代音楽史参考資料。第三編第一岨、晶耳專輯」

1959年3頁

注6 晶叙倫「少年時代的晶耳』天津新蕾出版社 1981年

注7 晶耳全集編集委員会『晶耳全集」文化芸術出版社・人民音楽出版社1985年

注8 王誌之「晶耳伝』 81～94頁上海音楽出版社 1992年

｜崎松「晶耳与玉渓」民族出版社 1999年63頁

注9 上海電影制片廠の1959年の作品。 この映画はVCDで見ることができる。

注10 「最耳全集」品耳全集編集委員会編文化芸術l11版社・人民音楽出版社248頁

注11 向廷生「児童歌辨劇的創始者作曲家黎錦暉」中国芸術研究院音楽研究所編『中国近現代音楽

家傳」第1巻所収春風文芸出版社1994年

注12正しい標準語が話せることが俳優の必須条件になってきた状況については、榎本泰子「楽人の都

上海」 （研文出版社 1998年202頁）

注13前出(10) 307頁

iZiX14前出(10) 365頁

注15前出(10) 48頁

注16 「人民中国」 1959年10月号田漢「人民音楽家晶耳を憶う」

注17前出(10) 511頁

注18程季華主編『中国電影発達史』第1巻中国電影出版社 1992年（第4次印刷） 265頁

注19頁術阿部幸夫訳「上海に燃ゆ夏術自伝』東方書店 1989年 170頁

注20王誌之「晶耳伝」上海音楽出版社 1992年263頁

原載韓立文「人民愛唱晶耳歌」 中国晶耳・洗星海学会『論晶洗」所収

注21 前出(10) 83～87頁原載「申報」 1935年1月6H増刊
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◆伝記的記述については、下記の著書を参考にした。

晶子明・最叙倫「回憶我椚的四弟晶耳」「人民音楽」 1955年10月号

品叙倫「少年時代的晶耳』天津新蕾出版社 1981年

王撚之「晶耳伝」上海音楽出版社1992年

崎松「晶耳与玉渓」民族出版社1999年

李徳和口述萢道桂整理「晶耳在雲南省立第一師範学校」「思想戦線」 1980年1号

"_LI全集編集委員会「晶工I全集」 文化芸術出版社・人民音楽出版社 1985年

汪統和「晶耳評伝」 （中国近現代音楽家研究叢書） 人民音楽出版社 1987年

向延生「中華人民共和国国歌作曲者一作曲家晶耳」『中国近現代音楽家伝」第2巻所収春風文芸出版

社1994年

◆本文で引用した書籍のほか下記の著書・事典を参考にした。

l) ジャンーミシェル・フルドン著野lll奇歓訳「映画と国民国歌」岩波書liti 2002年

2） 佐藤忠男『映画で世界を愛せるか」岩波書店 1989年

3） 岩崎富久男「1930年代の、抗日救亡'′文化」「明治大人文科学研究所紀要」第44冊 1999年

4） 榎本泰子「中国国歌を知っていますか」雑誌『未来」未来社 1999年9j｣号

5） 辻久一『｢' 1華電影史話一一兵卒の日【 ' 1映画回想記」凱風社 1998年

6） 小谷一郎・佐治俊彦・丸山昇編「転形期における中国の知識人」汲古書院 1999年

7） 辻康吾監訳『文化大革命十年史」 （下） 岩波書店 1996年

8） 天児慧他編「岩波現代' | '国事典』岩波書店 1999年

9） 小島晋治・丸山松幸「中国近現代史』岩波書店 1986年

10) 上原一慶・桐山昇・高橋孝助・林哲「東アジア近現代史」有斐閣 1990年

11) 木之内誠『|海歴史ガイドマップ」 大修館書店 1999年

12） 晶耳全集編集委員会編「晶耳全集」文化芸術出版社・人民音楽出版社 1985年

13) 王誌之『最耳傳」上海音楽出版社 1992年

14） 汪硫和 ’二|'国近現代音楽家研究叢書「晶耳評伝」 人民音楽出版社 1987年

15） 王素洋『仙遠没叫江胄的時候」北京十月文芸出版社 1993年 （邦訳・秋村藍子「上海の赤いバ

ラ」学習研究社 1995年

16） 李子雲他編選「夏術談電影」 中|玉|電影出版社 1993年

17） 陳一洋編『中国早期電影歌曲精選』 中国電影出版社2000年

18) 陳播主編「中国左翼電影運動』中国電影出版社 1993年

19） 玉渓市芸術創作研究所晶耳研究室「晶耳音楽作IIII,集」遠方出版社2000年

20） 汪騎和「'l!国音楽欣賞叢書－晶耳音楽作品」湖南文芸出版社2003年

21） 向廷生「中華人民共和国国歌作曲者一作曲家晶耳」「中国近現代音楽家傳』 第二巻所収春風文

芸出版社 1994年

22） 在文学・繩徳勝「晶耳」雲南人民川版社 1999年

23） 劉涼『晶耳」大象出版社2002年

24） 梛平『田漢一中国話劇的更基人」上海教育出版社1999年

25） 張駿祥・程季華主編『! ' '国電影大畔典」上海辞書出版社 1995年

26） 昆明晶耳記念室発行パンフレット 「晶耳」
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27） 「雲南之旅」広東旅遊出版社 1999年

◆映像資料(VCD)

映画「大路』 聯華影業公司

映画「漁光IH1」 聯華影業公司

映画「桃李劫」 電通影業公司

映画『新女性」 聯華影業公司

映画「風雲児女』電通影業公司

映画『晶耳」 上海電影制片廠

(1934年作品）

(1934年作品）

(1934年作品）

(1935年作品）

(1935年作品）

(1959年作品）

大連音像出版社

大連音像出版社

険西文化音像出版社

険西文化音像出版社

|眺西文化音像出版社

貴州東方音像出版社


